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決
算
認
定

議
案
審
議
／
賛
否
の
状
況

一
般
質
問

決
算
審
査
意
見
／
補
正
予
算

委
員
会
調
査
報
告

高
校
生
議
会

表
紙
写
真
応
募
者
の
声

／
日
程（
12
月
定
例
会
）

　9月定例会が、８月31日から９月28日まで29日間
の会期で開かれ、条例制定、令和５年度補正予算、令
和４年度一般会計、特別会計及び企業会計決算の認
定等が提案され、それぞれ委員会に付託し審査を行
いました。
　決算については、最終日に予算決算特別委員長が
審査結果を報告し、全会一致で認定しました。

　令和４年度の一般会計決算額は、歳入
211億7,766万円、歳出204億6,567万円、
差引き7億1,199万円の黒字となりました。
　また、国民健康保険、介護保険など特別
会計及び企業会計決算は、
全ての会計において黒字、
もしくは均衡した決算と
なりました。

概要

令
和
４
年
度

決
算
を
認
定

議
会
が
厳
格
に
審
査

問　

男
女
共
同
参
画
事
業
に
お
い
て
、

無
意
識
の
偏
見
に
つ
い
て
の
研
修
が

行
わ
れ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
内

容
だ
っ
た
の
か
。

答　

管
理
職
を
対
象
に
、
日
常
の
な

か
で
な
か
な
か
気
づ
き
に
く
い
、
意

識
し
て
い
な
け
れ
ば
そ
の
ま
ま
通
り

過
ぎ
て
し
ま
う
よ
う
な
内
容
に
つ
い

て
、
そ
れ
を
気
付
か
せ
る
た
め
の
研

修
と
し
て
行
っ
た
。
今
後
も
全
職
員

が
こ
う
い
っ
た
研
修
を
受
講
で
き
る

よ
う
担
当
課
と
も
調
整
し
て
い
き
た

い
。

問　

女
性
活
躍
促
進
事
業
の
「
お
仕

事
大
相
談
会
」
に
つ
い
て
、
新
し
く

就
労
希
望
さ
れ
る
方
に
相
談
の
機
会

が
与
え
ら
れ
て
い
る
の
か
。

答　

特
に
定
員
は
設
け
て
お
ら
ず
、

希
望
者
全
員
に
参
加
い
た
だ
く
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。
一
部
重
複
し
て
い

た
方
も
あ
っ
た
が
、
大
半
は
新
規
希

望
者
が
参
加
さ
れ
た
。

問　

都
市
公
園
等
維
持
管
理
事
業
に

つ
い
て
、
公
園
管
理
に
関
す
る
除
草

剤
の
使
用
を
含
め
た
標
準
的
な
仕
様

 

一
般
会
計
決
算
に
関
す
る
主
な
質
疑

書
が
あ
る
の
か
。
基
準
を
設
け
る
べ

き
だ
と
思
う
が
。

答　

直
営
の
公
園
に
つ
い
て
は
、
除

草
剤
は
使
用
し
て
お
ら
ず
、
除
草
剤

に
関
し
て
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
は
設
け

て
い
な
い
。
各
地
域
に
委
託
し
て
い

る
公
園
管
理
に
つ
い
て
は
、
除
草
剤

を
使
用
す
る
場
合
に
は
、
除
草
剤
を

撒
い
た
旨
と
１
～
２
日
の
利
用
を
禁

止
す
る
旨
の
表
記
を
行
う
よ
う
依
頼

し
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
に
つ
い
て
も

検
討
す
る
。

問　

災
害
対
策
事
業
に
つ
い
て
、
賞

味
期
限
切
れ
の
粉
ミ
ル
ク
を
処
分
し

た
と
あ
る
が
、
ど
の
ぐ
ら
い
の
量
を

処
分
し
た
の
か
。
ま
た
、
備
蓄
品
の

情
報
公
開
を
す
べ
き
だ
と
思
う
が
。

答　

８
１
０
ｇ
入
り
の
も
の
10
缶
を

廃
棄
し
た
。
今
後
は
、
賞
味
期
限
の

短
い
粉
ミ
ル
ク
に
つ
い
て
は
、
短
い

サ
イ
ク
ル
で
の
購
入
と
廃
棄
の
繰
り

返
し
を
防
ぐ
た
め
、
市
内
の
業
者
と

の
災
害
時
応
援
協
定
に
基
づ
い
て
必

要
量
を
確
保
す
る
こ
と
で
対
応
し
て

い
く
。
備
蓄
品
の
情
報
公
開
に
つ
い

て
は
、
今
後
検
討
し
た
い
。

問　

災
害
時
の
避
難
所
に
お
い
て
、

起
こ
り
得
る
性
差
別
、
性
被
害
、
女

児
・
男
児
へ
配
慮
で
き
る
よ
う
な
環

質 

疑

問答問問

問問

答

答答
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決
算
認
定

議
案
審
議
／
賛
否
の
状
況

一
般
質
問

決
算
審
査
意
見
／
補
正
予
算

委
員
会
調
査
報
告

高
校
生
議
会

表
紙
写
真
応
募
者
の
声

／
日
程（
12
月
定
例
会
） （決算認定）

境
づ
く
り
に
も
、
学
び
の
実
践
が
で

き
る
力
は
必
要
で
あ
る
。
そ
う
い
っ

た
講
演
会
や
研
修
会
は
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
る
の
か
。

答　

本
年
３
月
、
東
日
本
大
震
災
を

自
身
で
も
経
験
さ
れ
た
方
に
体
験

談
も
交
え
講
演
い
た
だ
い
た
。
支
援

を
必
要
と
さ
れ
る
方
々
へ
の
配
慮
や
、

Ｄ
Ｖ
、
性
暴
力
の
防
止
な
ど
、
安
全

安
心
な
避
難
所
運
営
に
つ
い
て
、
市

民
の
皆
さ
ん
に
一
緒
に
考
え
て
い
た

だ
け
る
よ
う
な
内
容
で
あ
っ
た
。

問　

竹
田
に
三
つ
の
観
光
案
内
所
が

あ
り
、
観
光
協
会
に
業
務
を
委
託
し

て
い
る
。
現
状
で
、
三
つ
の
案
内
所

の
役
割
分
担
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。
そ
の
狙
い
は
成
功

し
て
い
る
と
捉
え
て
い
る
の
か
。

答　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
受
付

等
、
そ
れ
ぞ
れ
に
役
割
分
担
が
あ
る

が
、
現
状
を
考
え
れ
ば
見
直
す
時
期

に
あ
る
と
い
う
認
識
を
持
っ
て
い
る
。

他
の
案
内
方
法
、
例
え
ば
Ａ
Ｉ
を
活

用
し
た
よ
う
な
案
内
方
法
等
の
検
討

も
し
て
い
き
た
い
。

問　

朝
来
市
拠
点
地
区
活
性
化
事
業

に
つ
い
て
、
補
助
金
の
交
付
に
至

ら
ず
決
算
額
が
ゼ
ロ
だ
っ
た
と
い
う

こ
と
だ
が
、
こ
の
事
業
に
関
し
て
問

合
せ
や
具
体
的
な
検
討
等
の
実
績
は

あ
っ
た
の
か
。
ま
た
、
今
後
の
見
通

し
は
ど
う
な
の
か
。

答　

本
事
業
の
利
用
促
進
と
し
て
、

制
度
案
内
を
市
内
外
の
運
送
事
業
者

に
発
送
し
、
現
地
の
案
内
等
も
行
っ

た
が
、
申
請
・
補
助
金
交
付
に
は
至

ら
な
か
っ
た
。
今
後
に
つ
い
て
も
、

和
田
山
の
都
市
計
画
用
途
地
域
内
へ

の
進
出
を
希
望
さ
れ
る
事
業
者
へ
の

支
援
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問　

地
域
自
治
協
議
会
の
運
営
活
動

資
金
と
し
て
、
４
，
０
３
０
万
円
を

地
域
配
分
費
と
い
う
形
で
配
分
し
て

い
る
。
こ
の
分
け
方
が
公
平
な
の
か

ど
う
か
疑
問
の
声
が
あ
が
っ
て
い
る

が
、
そ
う
い
っ
た
声
に
ど
の
よ
う
に

対
応
す
る
の
か
。

答　

地
域
自
治
協
議
会
の
活
動
が
15

年
以
上
継
続
し
て
い
る
な
か
、
人

口
減
少
高
齢
化
、
事
務
所
の
光
熱
費

の
問
題
等
、
い
ろ
い
ろ
な
課
題
が
上

が
っ
て
き
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

ヒ
ア
リ
ン
グ
な
ど
で
現
状
の
把
握
に

努
め
、
来
年
度
に
は
地
域
の
在
り
方

懇
話
会
を
設
置
し
、
包
括
交
付
金
を

ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
た
だ
く
か

今
後
検
討
し
て
い
く
。

問　

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
戦
略

の
中
で
大
き
な
役
割
を
果
た
す
戦

術
で
あ
る
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
が
欠
落

し
て
い
る
た
め
、
認
知
度
が
上
が
ら

ず
、
市
の
イ
メ
ー
ジ
向
上
が
図
れ
な

い
。
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
戦
術
の
検
討

も
、
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
に
併
せ
て

必
要
な
の
で
は
な
い
か
。

答　

全
国
で
地
方
創
生
の
取
組
が
始

ま
っ
て
約
10
年
が
経
と
う
と
し
て
お

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ま
ち
の
イ
メ
ー
ジ

は
と
て
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

本
市
の
魅
力
を
市
外
の
方
に
向
け
て

発
信
す
る
こ
と
は
、
ま
ち
の
イ
メ
ー

ジ
の
顕
在
化
、
ま
た
認
知
度
の
向
上

に
も
つ
な
が
る
た
め
、
第
３
次
朝
来

市
総
合
計
画
の
将
来
像
の
実
現
に
向

け
て
必
要
な
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
と
は
何
か
を
、
い
ま
一
度
検
討
し

て
い
き
た
い
。

問　

奨
学
金
返
還
応
援
企
業
支
援
事

業
、
非
常
に
い
い
制
度
で
あ
る
。
積

極
的
に
奨
学
生
に
ア
ピ
ー
ル
し
、
企

業
に
も
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
取
組

が
必
要
と
考
え
る
が
。

答　

今
後
も
制
度
の
Ｐ
Ｒ
、
情
報
発

信
に
努
め
つ
つ
、
制
度
の
充
実
等
も

今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

▲さらなる活用が期待される
　　　　　奨学金返還応援企業支援事業

▲さまざまな配慮で安全安心な
　　　　　　　　　　　　避難所運営を

問

問問

問

問

答

答答

答答

答
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予
算
決
算
特
別
委
員
会
審
査
報
告

（  　　　）
予算決算
特別委員会
審査報告

　

令
和
５
年
度
補
正
予
算
、
令
和
４

年
度
各
会
計
決
算
の
審
査
を
付
託
さ

れ
た
予
算
決
算
特
別
委
員
会
（
分
科

会
方
式
）
は
、
議
長
を
除
く
17
人
の

議
員
で
構
成
し
、
延
べ
７
日
間
に
わ

た
り
慎
重
に
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
度
一
般
会
計
決
算
に
か

か
る
審
査
意
見
を
紹
介
し
ま
す
。

各
公
共
交
通
施
策
に
つ
い
て

　

引
き
続
き
、
利
用
者
の
増
加
を
図

る
た
め
の
効
果
的
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
実
行
に
努
め
ら
れ
た
い
。

行
政
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
事
業

　

決
算
資
料
と
し
て
の
行
政
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
事
務
事
業
シ
ー
ト
に
つ
い
て

は
、
予
算
化
さ
れ
た
事
業
は
漏
れ
な

く
、
予
算
執
行
が
な
い
も
の
も
含
め

て
作
成
さ
れ
た
い
。

職
員
研
修
事
業

　

研
修
効
果
の
検
証
は
必
須
事
項
で

あ
り
、
研
修
実
施
の
効
果
を
客
観
的

に
把
握
す
る
事
業
ス
キ
ー
ム
の
形
成

が
必
要
で
あ
る
。

地
域
自
治
協
議
会
支
援
事
業

　

水
道
光
熱
費
に
つ
い
て
、
各
地
域

自
治
協
議
会
の
事
務
所
の
所
在
施
設

の
違
い
に
よ
る
負
担
の
不
公
平
感
の

解
消
に
向
け
て
適
切
な
対
応
を
検
討

さ
れ
た
い
。

社
会
教
育
総
務
一
般
管
理
事
業

　

青
少
年
問
題
協
議
会
は
、
全
市
的

な
協
議
の
場
と
な
る
よ
う
、
委
員
構

成
や
関
係
団
体
の
検
討
が
重
要
で
あ

る
。

日
本
遺
産
活
用
事
業（
生
野
支
所
）

　

情
報
発
信
不
足
が
課
題
認
識
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
対
策
に
取

組
ま
れ
た
い
。

日
本
遺
産
活
用
事
業（
朝
来
支
所
）

　

関
係
部
署
と
主
体
的
に
連
携
し
、

日
本
遺
産
活
用
を
積
極
的
に
牽
引
さ

れ
た
い
。

滞
納
未
収
金
に
つ
い
て

　

各
種
市
税
を
は
じ
め
、
滞
納
未
収

金
の
整
理
は
依
然
と
し
て
大
き
な
課

題
で
あ
り
、
引
き
続
き
滞
納
未
収
金

の
整
理
に
務
め
ら
れ
た
い
。

母
子
家
庭
等
福
祉
給
付
事
業

　

職
業
訓
練
等
に
つ
い
て
、
短
時
間

就
労
や
在
宅
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
就
労

な
ど
女
性
の
働
き
方
を
視
野
に
、
関

係
部
署
と
連
携
し
な
が
ら
柔
軟
に
取

組
ま
れ
た
い
。

が
ん
対
策
事
業

　

子
宮
頸
が
ん
検
診
に
つ
い
て
、
対

象
者
へ
の
直
接
的
な
Ｐ
Ｒ
や
市
内
外

で
受
診
可
能
な
医
療
機
関
の
拡
充
な

ど
、
受
診
率
向
上
に
取
り
組
ま
れ
た

い
。

子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

　

利
用
時
間
が
午
前
中
の
短
時
間
に

限
ら
れ
て
い
る
。
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
は
午
後
か
ら
も
同
セ
ン
タ
ー
で
相

談
業
務
な
ど
を
行
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
午
後
か
ら
も
親
子
が
利
用
で
き

る
よ
う
に
利
用
時
間
の
拡
充
に
取
り

組
ま
れ
た
い
。

肥
料
購
入
支
援
事
業

　

懸
念
し
て
い
た
と
お
り
、
補
助
金

執
行
率
が
低
い
。
実
施
方
法
等
を
検

証
し
、
今
後
は
市
内
農
業
者
へ
の
よ

り
効
果
的
な
支
援
に
向
け
取
り
組
ま

れ
た
い
。

特
産
物
振
興
事
業

　

農
産
物
流
通
拡
大
業
務
委
託
費
に

つ
い
て
、
令
和
２
年
度
よ
り
実
施
さ

れ
３
年
間
で
約
１
，
０
９
８
万
円
が

執
行
さ
れ
て
い
る
が
、
出
口
戦
略
等

を
見
て
も
大
き
な
成
果
が
見
受
け
ら

れ
な
い
。
改
め
て
事
業
検
証
を
行
い
、

今
後
の
農
産
物
の
流
通
拡
大
に
向
け

取
り
組
ま
れ
た
い
。

観
光
振
興
事
業
全
般
に
つ
い
て

　

観
光
基
本
計
画
の
実
績
を
表
す
資

料
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
基
本
に

実
績
が
出
さ
れ
て
い
る
が
、
ア
ン
ケ

ー
ト
の
方
法
が
年
度
ご
と
に
変
わ
っ

て
お
り
、
資
料
と
し
て
不
適
切
。
評

価
基
準
を
再
検
討
し
、
事
業
を
正
し

く
評
価
す
る
こ
と
に
務
め
ら
れ
た
い
。

ふ
る
さ
と
寄
附
金
事
業

　

前
年
度
寄
付
額
よ
り
も
大
幅
に
減

少
し
て
い
る
。
貴
重
な
自
主
財
源
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
実
施
方
法
等
を
検

証
し
、
今
年
度
以
降
の
財
源
確
保
に

向
け
努
め
ら
れ
た
い
。

▲予算決算特別委員会の様子

決
算
認
定

議
案
審
議
／
賛
否
の
状
況

一
般
質
問

決
算
審
査
意
見
／
補
正
予
算

委
員
会
調
査
報
告

高
校
生
議
会

表
紙
写
真
応
募
者
の
声

／
日
程（
12
月
定
例
会
）
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▲来年４月から運行開始のデマンド型乗合交通
 （車両のラッピングや名称を募集予定）

令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
４
・
５
号
）

　

令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

に
つ
い
て
、
第
４
号
で
は
８
，
８
５

０
万
円
を
、
第
５
号
で
は
７
，
７
８

０
万
円
を
現
計
予
算
額
に
増
額
し
、

歳
入
歳
出
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
２
０

１
億
９
，
６
６
０
万
円
と
す
る
も
の
。

　

予
算
決
算
特
別
委
員
会
で
審
査
し
、

全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

問　

台
風
７
号
の
影
響
に
よ
り
設
置

済
の
獣
害
柵
に
も
被
害
が
出
て
い
る

が
、
朝
来
市
に
お
い
て
は
現
在
、
災

害
用
の
獣
害
柵
に
対
す
る
補
助
要
綱

が
な
い
。
被
災
し
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
現
状
で
は
一
般
的
な
補
助

割
合
（
３
割
）
と
い
う
こ
と
に
な
る

が
、
今
後
ど
の
よ
う
に
対
応
さ
れ
る

の
か
。

答　

地
区
単
位
で
大
々
的
に
獣
害
柵

を
設
置
さ
れ
て
い
る
等
、
公
共
的
要

素
が
大
き
い
と
こ
ろ
に
は
朝
来
市
災

害
復
旧
事
業
補
助
金
交
付
要
綱
を
適

用
す
る
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る

が
、
そ
の
辺
り
に
つ
い
て
は
今
年
度

に
お
い
て
整
理
し
、
見
直
し
が
必
要

な
場
合
は
新
年
度
か
ら
見
直
し
た
要

綱
で
運
用
し
て
い
き
た
い
。

問　

路
線
バ
ス
等
生
活
交
通
利
便
促

進
事
業
に
つ
い
て
、
来
年
４
月
か
ら

の
生
野
地
域
で
の
運
行
に
先
立
っ
て

ワ
ゴ
ン
車
を
購
入
す
る
と
い
う
こ
と

だ
が
、
ラ
ッ
ピ
ン
グ
を
購
入
時
に
行

わ
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
今
後
追
加

補
正
等
が
あ
る
の
か
。

答　

バ
ス
の
ラ
ッ
ピ
ン
グ
や
名
称
に

つ
い
て
は
、
今
後
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
募
集
を
か
け
て
い
く
。
予
算
化
に

つ
い
て
は
、
調
整
会
議
等
に
諮
っ
て

い
き
た
い
。

委
員
会
の
意
見

　

路
線
バ
ス
等
生
活
交
通
利
用
促
進

事
業
に
関
し
、
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
交

通
に
使
用
す
る
車
両
に
つ
い
て
は
、

特
殊
仕
様
へ
の
改
造
等
を
行
う
必
要

か
ら
、
こ
れ
に
対
応
可
能
な
汎
用
性

の
高
い
ガ
ソ
リ
ン
車
を
購
入
す
る
と

の
こ
と
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
住
民

の
福
祉
に
深
く
関
係
す
る
地
域
の
環

境
保
全
に
関
し
、
市
は
重
要
な
役
割

が
期
待
さ
れ
、
環
境
問
題
の
解
決
に

大
き
な
責
任
を
負
っ
て
い
る
。
そ
れ

ゆ
え
、
今
後
に
お
い
て
車
両
を
購
入
、

更
新
す
る
際
は
、
電
動
車
を
始
め
と

す
る
環
境
負
荷
が
少
な
い
車
両
の
導

入
を
、
今
以
上
に
積
極
的
に
検
討
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　　　
　　　
　　　　　　　　　　　　　

補正の主な内容
■災害復旧支援事業
 （各行政区が行う災害復旧事業費に対する補助金の追加）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2,400万円

■路線バス等生活交通利用促進事業
 （デマンド型乗合交通車両の購入費の追加）　　   600万円

■こども園運営管理事業
 （公立こども園のおむつ処理用ゴミ箱に係る備品購入費の追加）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　210万円

■私立保育所・こども園運営改善支援事業
 （私立保育所・こども園への光熱費高騰対策、ICT化推進及び
　おむつ処理用ゴミ箱整備促進に伴う補助金の追加）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 672万8千円

■農業生産コスト低減緊急対策事業
 （農業者等が導入する生産コストの低減に資する機械の購入
　費に対する補助金の追加）　　　　　　　  3,289万2千円

■天然記念物保護活用事業
 （自然環境保護施設整備に伴う設計監理委託料の追加）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　360万円

補正予算（第４号）

補正予算（第5 号）

問答

問答

決
算
認
定

議
案
審
議
／
賛
否
の
状
況

一
般
質
問

決
算
審
査
意
見
／
補
正
予
算

委
員
会
調
査
報
告

高
校
生
議
会

表
紙
写
真
応
募
者
の
声

／
日
程（
12
月
定
例
会
）

質 

疑

⑤



朝
来
市
使
用
料
及
び
手
数
料
の
適
正
化
の
た
め
の
見
直
し
に
伴
う

関
係
条
例
の
整
備
等
に
関
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

　

第
７
期
朝
来
市
行
財
政
改
革
推
進

委
員
会
に
よ
る
使
用
料
及
び
手
数
料

の
見
直
し
に
係
る
中
間
答
申
に
基
づ

き
、
自
主
財
源
の
確
保
及
び
受
益
者

負
担
の
公
平
性
の
確
保
等
を
目
的
と

し
て
こ
れ
ら
の
額
の
適
正
化
を
図
る

た
め
、
関
係
条
例
に
つ
い
て
所
要
の

整
備
を
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

　

使
用
料
・
手
数
料
適
正
化
整
備
条

例
審
査
特
別
委
員
会
で
審
査
し
、
全

会
一
致
で
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま

し
た
。

　
問　

朝
来
市
斎
場
条
例
の
一
部
改
正

の
中
で
、
通
夜
に
つ
い
て
は
金
額
が

同
額
に
据
え
置
か
れ
て
い
る
。
告
別

式
の
ほ
う
が
安
く
な
り
、
通
夜
は
従

前
と
同
じ
金
額
と
い
う
こ
と
は
、
な

か
な
か
理
解
さ
れ
な
い
の
で
は
な
い

か
と
思
う
。
ど
の
よ
う
な
理
由
で
こ

の
料
金
設
定
に
な
っ
た
の
か
。

答　

火
葬
と
葬
祭
と
そ
れ
ぞ
れ
分
け

て
計
算
し
た
わ
け
だ
が
、
通
夜
及
び

告
別
式
に
つ
い
て
も
コ
ス
ト
計
算
等

に
よ
り
単
価
を
出
し
て
い
る
。
告
別

式
の
場
合
は
時
間
的
に
２
時
間
か
ら

３
時
間
、
通
夜
に
つ
い
て
は
、
そ
の

前
段
か
ら
含
め
て
多
数
の
方
が
来
ら

れ
る
と
い
う
と
こ
ろ
も
あ
り
、
時
間

を
長
め
で
計
算
し
て
い
る
た
め
、
こ

の
差
を
設
け
て
い
る
。

問　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
等
の
施
設

を
使
用
す
る
際
、
圧
倒
的
に
減
額
で

使
用
さ
れ
る
方
が
多
い
の
で
は
な
い

か
と
思
う
。
利
用
者
視
点
で
考
え
る

と
、
減
額
後
の
金
額
が
先
に
示
さ
れ

て
い
る
ほ
う
が
分
か
り
や
す
く
、
利

用
し
や
す
い
の
で
は
。

答　

市
内
の
方
を
基
本
に
料
金
設
定

し
、
そ
れ
以
外
の
方
を
増
額
す
る
と

い
う
考
え
方
も
あ
る
が
、
今
回
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
同
様
の
設
定
の

仕
方
を
し
、
か
つ
そ
の
中
で
こ
れ
ま

で
内
規
で
定
め
て
い
た
減
免
の
在
り

方
や
、
減
額
の
在
り
方
を
規
則
に
定

め
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

利
用
さ
れ
る
方
に
分
か
り
や
す
い

案
内
が
大
変
重
要
で
あ
る
と
考
え
る

た
め
、
改
正
後
に
つ
い
て
は
、
分
か

り
や
す
い
表
示
を
し
な
が
ら
、
利
用

料
金
の
周
知
を
し
て
い
く

施
設
の
維
持
管
理
や
行
政
サ
ー
ビ

ス
提
供
の
コ
ス
ト
を
算
定
し
適
正

な
料
金
に
改
定

議案審議
（議案第38号）

政治倫理審査会を設置しました

　令和５年７月20日、朝来市議会議員倫理条例第５条第１項に基づき審査請求書が提
出され、朝来市議会としては初めて、政治倫理審査会が設置されました。
　令和５年８月３日、８月23日、９月５日及び９月27日に計４回の審査会が開かれ、引き
続き慎重な審査が行われています。（本紙編集時点）

朝来市議会議員倫理条例  〈一部抜粋〉

第３条　議員は、次に掲げる政治倫理の基準を遵守しなければならない
　（1）　市民全体の代表として、その品位と名誉を損なうような一切の行為を行わず、そ
の職務に関して不正の疑惑を持たれるおそれのある行為をしないこと。

　（2）　常に市民全体の奉仕者として、その人格と倫理の向上に努め、その地位を利用し
ていかなる金品も授受しないこと。

　（3）　市が行う請負契約及び委託契約並びに一般物品納入契約に関し、特定業者の推
薦、紹介、介入をしないこと。

審査の請求の対象となる事由の該当条項及び内容

　朝来市議会議員倫理条例第３条第１項第３号

　
　朝来市学校給食センターの主な使用野菜の市外品購入に関する協議の場に議員の
同席が確認された。

該当条項

内　容

質 

疑

問

答問答

決
算
認
定

議
案
審
議
／
賛
否
の
状
況

一
般
質
問

決
算
審
査
意
見
／
補
正
予
算

委
員
会
調
査
報
告

高
校
生
議
会

表
紙
写
真
応
募
者
の
声

／
日
程（
12
月
定
例
会
）
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９月定例会で審議した議案に対する賛否の状況
西

本　

英

輔

渕

本　
　

稔

嵯
峨
山　
　

博

森

下　

恒

夫

日

下
　
　

茂

藤

本　

邦

彦

浅

田　

郁

雄

森

田　

龍

司

足

立　

義

美

藤

原　

正

伸

尾　

﨑　

里

美

吉

田　

俊

平

関　
　

綾

乃

加

藤　

貴

之

水

田　

文

夫

松

井　

道

信

横

尾　

正

信

上

田　

幸

広

公立豊岡病院組合規約の変更について

朝来市使用料及び手数料の適正化のための見直しに
伴う関係条例の整備等に関する条例制定について

朝来市災害派遣手当等の支給に関する条例の一部
を改正する条例制定について

朝来市空家等の適切な管理及び有効活用の促進に
関する条例の一部を改正する条例制定について

財産の無償譲渡について

令和５年度朝来市一般会計補正予算（第４号）に
ついて

令和５年度朝来市国民健康保険特別会計補正予算
（第１号）について

令和５年度朝来市介護保険特別会計補正予算（第
１号）について

令和５年度朝来市水道事業会計補正予算（第１号）
について

令和５年度朝来市一般会計補正予算（第５号）に
ついて

令和４年度朝来市一般会計決算の認定について

令和４年度朝来市国民健康保険特別会計決算の認
定について

令和４年度朝来市宅地開発事業特別会計決算の認
定について

令和４年度朝来市休日診療所特別会計決算の認定
について

令和４年度朝来市介護保険特別会計決算の認定に
ついて

令和４年度朝来市後期高齢者医療特別会計決算の
認定について

令和４年度朝来市財産区特別会計決算の認定につ
いて

令和４年度朝来市水道事業会計剰余金の処分及び
決算の認定について

令和４年度朝来市工業用水道事業会計決算の認定
について

令和４年度朝来市下水道事業会計剰余金の処分及
び決算の認定について

朝来市あさご芸術の森多々良木交流館条例の一部
を改正する条例制定について

議　　員　　名

議　　案　　名

議案第37号

議案第38号

議案第39号

議案第40号

議案第42号

議案第43号

議案第44号

議案第45号

議案第46号

議案第47号

認定第５号

認定第１号

認定第６号

認定第７号

認定第２号

認定第３号

認定第４号

認定第８号

認定第９号

認定第10号

議案第41号

賛成した議員は〇　反対した議員は×　欠席した議員は欠　※議長には通常、表決権がありません。

決
算
認
定

議
案
審
議
／
賛
否
の
状
況

一
般
質
問

決
算
審
査
意
見
／
補
正
予
算

委
員
会
調
査
報
告

高
校
生
議
会

表
紙
写
真
応
募
者
の
声

／
日
程（
12
月
定
例
会
）

⑦   



総
務
常
任
委
員
会
調
査
報
告

「
⑴
公
共
交
通
施
策
に
関
す
る
事

項
」
及
び
「
⑵
文
化
芸
術
推
進
基
本

計
画
に
関
す
る
事
項
」

【
調
査
の
概
要
】

⑴　

本
年
１
月
10
日
か
ら
３
月
10
日

ま
で
の
二
ヶ
月
に
わ
た
っ
て
実
施
さ

れ
た
、
朝
来
市
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
交

通
実
証
運
行
＝
生
野
町
予
約
型
乗
合

バ
ス
社
会
実
験
に
つ
い
て
担
当
課
か

ら
報
告
を
受
け
た
後
、
質
疑
を
行
っ

た
。

⑵　

計
画
策
定
の
検
討
、
予
定
等
に

つ
い
て
担
当
課
に
対
す
る
質
疑
を
行

っ
た
。

【
委
員
会
の
ま
と
め
及
び
意
見
】

⑴　

デ
マ
ン
ド
型
交
通
の
乗
降
場
所

に
つ
い
て
、
今
回
の
社
会
実
験
で
は

乗
降
場
所
を
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に

す
る
こ
と
で
、
従
来
の
バ
ス
停
に
比

べ
れ
ば
利
用
者
の
利
便
性
は
向
上
し

た
と
言
え
る
。
し
か
し
、
高
齢
化
が

進
む
本
市
で
の
輸
送
サ
ー
ビ
ス
提
供

に
お
い
て
自
宅
発
着
が
必
須
に
な
っ

て
く
る
こ
と
は
、
先
の
第
９
回
定
例

会
で
報
告
し
た
と
お
り
で
あ
り
、
ド

公
共
施
設
整
備
の
取
組
み
に
つ
い
て

【
調
査
の
概
要
】

　

京
丹
波
町
を
視
察
し
、
ま
ち
づ
く

り
や
ま
ち
の
防
災
拠
点
と
し
て
機
能

す
る
新
庁
舎
の
建
設
に
取
り
組
ま
れ

た
実
績
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
た
。

【
委
員
会
の
ま
と
め
及
び
意
見
】

　

京
丹
波
町
の
新
し
い
役
場
庁
舎
の

建
設
計
画
に
お
い
て
特
筆
す
べ
き
は
、

町
民
の
声
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
る

こ
と
に
成
功
し
た
こ
と
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
新
庁
舎
の
基
本
的
な
考
え

方
や
機
能
、
規
模
な
ど
を
ま
と
め
た

基
本
計
画
を
策
定
す
る
た
め
に
、
専

門
家
や
町
民
代
表
か
ら
な
る
基
本
計

画
審
議
会
を
設
置
し
、
５
回
の
審
議

会
を
開
催
し
て
町
民
の
ニ
ー
ズ
や
期

待
を
把
握
し
た
。
次
に
、
中
高
校
生

を
含
む
町
民
代
表
や
専
門
家
な
ど
が

参
加
し
て
、
３
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
開
催
。
新
庁
舎
へ
の
夢
や
思
い
、

新
庁
舎
に
求
め
る
基
本
方
針
や
整
備

方
針
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
、
そ
れ

ら
の
意
見
を
基
本
設
計
の
決
定
に
活

か
し
た
。
さ
ら
に
、
設
計
業
務
受
注

者
ま
で
が
、
設
計
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
全
６
回
も
開
催
し
、
町
民
か
ら
の

ア
ツ
ー
ド
ア
型
の
導
入
を
さ
ら
に
研

究
す
る
べ
き
と
考
え
る
。

　

今
回
の
社
会
実
験
の
結
果
を
踏
ま

え
て
、
生
野
地
域
へ
の
デ
マ
ン
ド
型

乗
合
交
通
の
導
入
を
進
め
る
こ
と
と

さ
れ
て
い
る
が
、
市
内
の
他
の
地
域

に
お
け
る
新
た
な
交
通
サ
ー
ビ
ス
の

導
入
時
期
に
つ
い
て
も
、
あ
ま
り
遅

れ
る
こ
と
な
く
、
段
階
的
、
計
画
的

に
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。

⑵　

本
市
の
実
情
に
即
し
た
地
方
文

化
芸
術
推
進
基
本
計
画
を
定
め
る
こ

と
が
有
益
で
あ
り
、
計
画
策
定
に
向

け
て
、
本
市
の
文
化
芸
術
に
つ
い
て

の
現
状
や
課
題
、
目
標
や
施
策
等
の

検
討
を
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。

多
く
の
意
見
や
ア
イ
デ
ア
を
反
映
し

た
実
施
設
計
を
ま
と
め
て
い
る
。
町

民
交
流
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
、
ラ
ウ
ン

ジ
や
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
、
展
示
ス
ペ
ー

ス
な
ど
を
設
け
る
こ
と
が
、
こ
こ
で

決
定
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
新
庁
舎
の
建
設
に

際
し
、
町
民
が
主
体
的
に
参
加
で
き

る
場
や
機
会
を
多
数
用
意
し
、
町
民

の
ニ
ー
ズ
や
期
待
に
応
え
る
こ
と
で
、

町
民
と
行
政
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
深
め
、
庁
舎
建
設
に
対
す
る

理
解
と
支
持
を
得
る
こ
と
が
で
き
た

も
の
と
考
え
る
。こ
の
事
業
は
、単
な

る
庁
舎
建
設
事
業
に
止
ま
ら
ず
、
住

民
参
加
型
の
ま
ち
づ
く
り
の
例
と
し

て
高
く
評
価
す
べ
き
で
あ
り
、
本
市

の
各
支
所
の
整
備
に
お
け
る
ま
ち
づ

く
り
セ
ン
タ
ー
化
を
議
論
す
る
上
で

も
、
大
い
に
参
考
に
な
る
と
考
え
る
。

▲委員会での協議の様子

▲京丹波町役場新庁舎　　
　　      １階の交流ラウンジ

決
算
認
定

議
案
審
議
／
賛
否
の
状
況

一
般
質
問

決
算
審
査
意
見
／
補
正
予
算

委
員
会
調
査
報
告

高
校
生
議
会

表
紙
写
真
応
募
者
の
声

／
日
程（
12
月
定
例
会
）

⑧



文
教
民
生
常
任
委
員
会
調
査
報
告

産
業
建
設
常
任
委
員
会
調
査
報
告

「
⑴
人
口
減
少
時
代
に
対
応
し
た
学

校
運
営
に
つ
い
て
」
及
び
「
⑵
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
及
び
子
育
て
支
援

に
つ
い
て
」

【
調
査
の
概
要
】

　

人
口
減
少
時
代
に
対
応
し
た
学
校

運
営
に
つ
い
て
は
高
知
県
大
豊
町
を
、

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
及
び
子
育
て

支
援
に
つ
い
て
は
高
知
県
佐
川
町
及

び
高
知
県
須
崎
市
を
視
察
し
、
調
査

を
実
施
し
た
。

【
委
員
会
の
ま
と
め
及
び
意
見
】

⑴　

大
豊
学
園
に
お
け
る
義
務
教
育

学
校
（
５

－

４
制
）
の
取
組
は
、
少

子
化
が
進
む
過
疎
地
域
に
お
い
て
教

育
環
境
の
整
備
が
重
要
な
課
題
で
あ

る
と
の
認
識
の
表
れ
で
あ
り
、
丁
寧

な
説
明
に
よ
っ
て
地
域
や
議
会
の
理

解
が
得
ら
れ
た
中
で
施
策
が
積
極
的

に
推
進
さ
れ
た
こ
と
に
、
大
き
な
意

義
が
あ
る
。
９
年
間
の
学
校
生
活
に

お
い
て
、
前
期
課
程
と
後
期
課
程
の

教
諭
相
互
の
連
携
に
よ
っ
て
、
心
身

と
も
に
発
達
段
階
に
あ
る
児
童
生
徒

へ
の
「
中
一
ギ
ャ
ッ
プ
の
解
消
」
な

「
⑴
畜
産
団
地
共
同
畜
舎
に
関
す
る

事
項
」
及
び
「
⑵
土
づ
く
り
セ
ン
タ

ー
に
関
す
る
事
項
」

【
調
査
の
概
要
】

⑴　

畜
産
団
地
共
同
畜
舎
に
関
し
て
、

委
員
会
で
資
料
要
求
し
た
県
内
の
鶏

舎
の
設
置
状
況
等
に
つ
い
て
、
農
林

振
興
課
か
ら
説
明
を
受
け
た
。

　

ま
た
、
令
和
５
年
８
月
15
日
に
台

風
７
号
に
伴
う
水
害
が
発
生
し
、
第

１
朝
来
市
畜
産
団
地
共
同
畜
舎
に
土

砂
が
流
入
し
多
大
な
被
害
を
受
け
た

と
報
告
が
あ
っ
た
。

　

指
定
管
理
者
へ
の
委
託
方
法
に
つ

い
て
は
、
委
託
先
の
経
営
や
財
務
状

況
が
把
握
で
き
な
い
状
況
や
再
委
託

で
は
な
い
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
確

認
を
行
っ
た
。
農
林
振
興
課
か
ら
は

再
委
託
で
は
な
く
、
一
部
委
託
で
あ

る
と
の
従
来
の
説
明
が
な
さ
れ
た
。

　
⑵　

小
袋
堆
肥
詰
機
改
修
工
事
に
つ

い
て
指
定
管
理
者
と
調
整
を
行
い
、

年
度
当
初
予
定
し
て
い
た
改
修
工
事

の
内
容
を
変
更
し
て
行
う
方
向
で
調

整
を
進
め
て
い
る
状
況
に
つ
い
て
、

ど
を
は
じ
め
と
す
る
充
実
し
た
サ
ポ

ー
ト
が
あ
り
、
自
然
豊
か
な
大
豊
町

で
の
学
び
や
経
験
が
子
ど
も
た
ち
の

将
来
へ
の
大
き
な
糧
と
な
っ
て
い
る

こ
と
は
参
考
に
な
る
。

　
⑵　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
駆
使
し
た
取
組

は
、
い
ず
れ
も
「
も
の
づ
く
り
×
子

ど
も
の
居
場
所
」
な
ど
と
し
て
多
様

な
機
能
を
発
揮
し
て
お
り
、
朝
来
市

で
も
大
き
な
可
能
性
が
あ
る
。

　

こ
れ
か
ら
の
未
来
社
会
を
見
据
え

た
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
を
積
極
的

に
活
用
し
て
居
場
所
づ
く
り
を
進
め

る
こ
と
は
、
部
活
動
の
地
域
移
行
の

受
け
皿
や
不
登
校
児
童
生
徒
の
居
場

所
、
障
害
児
の
居
場
所
、
さ
ら
に
は

子
ど
も
の
自
己
表
現
の
機
会
創
出
な

ど
と
し
て
、
朝
来
市
の
子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
も
大
き
な
魅
力
と
な
る
。

報
告
が
あ
っ
た
。

【
委
員
会
の
ま
と
め
及
び
意
見
】

⑴　

畜
産
団
地
共
同
畜
舎
に
つ
い
て
、

環
境
調
査
を
継
続
し
て
実
施
す
る
と

と
も
に
、
指
定
管
理
者
の
委
託
方
法

に
関
し
て
は
課
題
を
整
理
し
、
課
題

解
決
が
で
き
る
よ
う
検
討
さ
れ
た
い
。

ま
た
、
令
和
２
年
12
月
25
日
付
発
議

第
11
号
の
附
帯
決
議
に
基
づ
き
対
応

し
、
施
設
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
施

設
の
立
地
す
る
地
域
（
行
政
区
）
の

意
見
を
尊
重
し
な
が
ら
検
討
さ
れ
た

い
。

　
⑵　

指
定
管
理
者
と
調
整
を
行
い
、

適
切
な
予
算
執
行
に
努
め
る
よ
う
努

め
ら
れ
た
い
。今
後
、よ
り
効
率
的
な

作
業
、
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
化
に
向

け
た
対
応
も
含
め
検
討
を
さ
れ
た
い
。

▲管外視察の様子
  （高知県須崎市
　　　「てくテックすさき」）

▲委員会での協議の様子

決
算
認
定

議
案
審
議
／
賛
否
の
状
況

一
般
質
問

決
算
審
査
意
見
／
補
正
予
算

委
員
会
調
査
報
告

高
校
生
議
会

表
紙
写
真
応
募
者
の
声

／
日
程（
12
月
定
例
会
）
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決
算
認
定

議
案
審
議
／
賛
否
の
状
況

一
般
質
問

決
算
審
査
意
見
／
補
正
予
算

委
員
会
調
査
報
告

高
校
生
議
会

表
紙
写
真
応
募
者
の
声

／
日
程（
12
月
定
例
会
）

　議会閉会中も所管事務調査に取組んでいます
総 務 常 任 委 員 会

  管外視察の様子（京丹波町役場新庁舎）

産 業 建 設 常 任 委 員 会

 朝来市商工会との一般会議の様子

　8 月 17 日に、たじま農業協同組合と一般会議を開
催し、米価が低迷する中でこれからの朝来市の農業は
如何にあるべきかと意見交換しました。また、9 月 21
日に朝来市商工会と一般会議を開催しました。これは
昨年 11 月に兵庫県商工会連合会から「商工会に対す
る支援要望について」との陳情を受けてのもので、「朝
来市商工会の挑み方」と題した説明を受けた後、今後
の取組について意見交換をしました。

文 教 民 生 常 任 委 員 会

   管内視察の様子（日本ハンザキ研究所）

　天然記念物保護活用事業について調査するため、8 月
17 日に生野町黒川地域へ行きました。まず日本ハンザキ
研究所にて、オオサンショウウオの生態や施設の状況に
ついて説明を受けました。次に黒川自然公園センターに
て、施設改修の計画を聞き取りました。同センターは今後、
市が県から譲り受けてオオサンショウウオの研究展示施
設として改修する計画です。研究と集客が両立できる施
設になるよう委員会として注視していきます。

広 聴 広 報 常 任 委 員 会

 委員会での協議の様子

　議会だより第 87 号の編集・発行について、ＣＡＴＶに
よる議会ダイジェスト放送について、議会報告会につい
て調査しました。８月には、ＣＡＴＶを利用し各常任委
員会から議会報告会を実施しました。
　また、今後予定の広聴会を開催する際にファシリテー
ター役を担えるよう、10 月 3 日、全議員を対象に調査
研修会を実施しました。

　公共交通施策、市民アンケート調査（２回）、文化芸
術推進基本計画、空き家活用等、体育施設整備事業（２
回）、会計年度任用職員の待遇（２回）、自治体 DX、
旧公立朝来梁瀬医療センター跡地利用、防災計画及び
災害対策、公共施設整備に関して調査し、日本遺産活
用事業について協議しました。
　また、行政施設整備の取組みとして「京丹波町役場
新庁舎」について管外視察を行いました。

⑩



〇
日
本
遺
産
の
活
用
を

問　

銀
の
馬
車
道
・
鉱
石
の
道
は
日

本
遺
産
と
し
て
認
定
継
続
さ
れ
た
が
、

文
化
庁
に
よ
る
審
査
で
指
摘
さ
れ
た

こ
と
は
。

答　

エ
リ
ア
全
体
を
総
合
的
な
視
点

で
ま
と
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
、
観

光
の
入
り
込
み
客
数
が
目
標
に
達
し

て
い
な
い
と
指
摘
さ
れ
た
。

問　

人
を
呼
び
寄
せ
、
地
域
経
済
を

潤
す
仕
組
み
創
り
が
重
要
。
そ
の
計

画
を
問
う
。

答　

ふ
る
さ
と
財
団
か
ら
指
導
・
助

成
金
を
受
け
、
検
討
し
て
い
く
。

〇
公
共
交
通
の
充
実
が
必
要

問　

ウ
イ
ン
グ
神
姫
は
、
来
年
春
に

神
崎
病
院
行
き
路
線
を
除
く
生
野
町

内
の
路
線
を
廃
止
す
る
と
市
に
通
告

し
た
が
、
市
は
ど
の
よ
う
な
協
議
を

し
た
の
か
問
う
。

答　

存
続
を
要
望
し
た
が
、
経
営
不

振
、
運
転
手
不
足
等
で
路
線
維
持
が

困
難
だ
と
言
わ
れ
た
。

問　

生
野
町
に
お
け
る
ア
コ
バ
ス
の

実
証
実
験
の
、
成
果
と
課
題
は
。

答　

予
約
方
法
も
含
め
て
工
夫
す
る
。

 

市
政
を

市
政
問
う
問
う

　一般質問（代表・個人）では、市長などの執行機関に対して、事務の執行状況や将来の方
針等について問い質し、また、行政施策に対する提案等も行います。
　なお、内容と写真は各議員が560字以内にまとめ提出したもので、質問順に掲載していま
す。紙面の制約上、質問・答弁とも要約されており、文責は各議員にあります。

観
光
と
も
結
び
つ
け
て
、
利
用
し
や

す
い
運
行
体
制
を
考
え
る
。

〇
ふ
る
さ
と
納
税
拡
充
の
戦
略

問　

ふ
る
さ
と
納
税
は
昨
年
度
大
幅

減
収
し
た
。
さ
ら
に
拡
充
し
て
市
の

財
政
を
豊
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

答　

多
額
の
寄
付
が
見
込
め
る
和
牛

返
礼
品
を
追
加
し
、
挽
回
に
努
め
て

い
る
。

問　

２
０
０
億
円
ち
か
く
稼
ぐ
先
進

自
治
体
は
、
専
門
家
を
雇
い
戦
略
を

考
え
、
実
行
し
て
い
る
。

答　

そ
れ
ら
を
研
究
し
参
考
に
す
る
。

　

清
風
の
絆   

渕 

本　
　

稔

地
域
経
済
を
潤
し

　
　
　

活
性
化
さ
せ
る
戦
略
を

代表質問

問答

 

○
日
本
遺
産
の
活
用
を

 

○
ふ
る
さ
と
納
税
拡
充
の
戦
略

 

○
公
共
交
通
の
充
実
が
必
要

問答問答問答

問答問答

▲実証実験されたアコバス

決
算
認
定

議
案
審
議
／
賛
否
の
状
況

一
般
質
問

決
算
審
査
意
見
／
補
正
予
算

委
員
会
調
査
報
告

高
校
生
議
会

表
紙
写
真
応
募
者
の
声

／
日
程（
12
月
定
例
会
）
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〇
公
共
施
設
に
つ
い
て

問　

市
民
か
ら
全
天
候
運
動
施
設
、

屋
内
公
園
な
ど
多
く
の
要
望
が
あ
る
。

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
活
用

し
複
合
的
な
施
設
、
市
内
外
に
誇
れ

る
使
い
勝
手
の
良
い
施
設
が
必
要
だ
。

答　

屋
外
の
公
園
が
少
な
い
こ
と
か

ら
整
備
を
進
め
て
き
た
。
屋
内
公
園

を
は
じ
め
と
す
る
要
望
が
多
い
こ
と

も
承
知
し
て
い
る
。
ど
の
よ
う
な
施

設
が
良
い
か
研
究
を
進
め
て
い
く
。

資
金
に
つ
い
て
は
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
を
活
用
し
た
事
業
を
昨

年
度
も
行
な
っ
た
。
今
後
も
検
討
し

て
い
く
。

問　

屋
内
運
動
施
設
は
３
月
定
例
会

で
議
会
が
予
算
留
保
し
た
。
し
か
し
、

建
設
候
補
地
の
噂
が
絶
え
な
い
。
現

状
を
伺
う
。

答　

整
備
候
補
地
に
つ
い
て
は
、
市

有
地
以
外
の
土
地
へ
の
整
備
も
視
野

に
い
れ
、
施
設
規
模
に
つ
い
て
は
、

大
規
模
施
設
整
備
は
考
え
て
い
な
い
。

市
が
整
備
で
き
る
範
囲
内
で
改
め
て

ど
の
よ
う
な
整
備
を
行
な
う
か
内
部

調
整
を
行
な
っ
て
い
る
。

〇
市
長
の
対
応
に
つ
い
て

問　

当
日
は
ど
う
動
か
れ
た
の
か
。

答　

南
但
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
出

向
き
報
告
を
受
け
た
後
、
所
要
の
指

示
を
し
た
。

問　

被
害
を
受
け
た
大
塚
区
の
住
民

説
明
会
に
出
席
し
な
か
っ
た
の
は
な

ぜ
か
。

答　

養
父
市
長
か
ら
南
広
代
表
と
し

て
出
席
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
申
し
出

が
あ
っ
た
の
で
お
願
い
し
た
。

〇
市
民
課
の
対
応
に
つ
い
て

問　

オ
イ
ル
フ
ェ
ン
ス
を
張
っ
た
の

は
油
流
出
後
40
時
間
も
経
っ
て
い
る
。

答　

オ
イ
ル
マ
ッ
ト
の
設
置
だ
け
で

は
油
膜
を
止
め
る
こ
と
が
出
来
な

か
っ
た
た
め
翌
日
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
。

問　

自
由
倶
楽
部
で
は
最
大
３
０
０

ℓ
油
流
出
と
推
定
し
て
い
る
が
実
際

の
量
は
い
く
ら
か
。
そ
の
根
拠
は
。

答　

１
１
５
ℓ
と
住
民
説
明
会
資
料

で
報
告
を
受
け
て
い
る
。

〇
建
設
課
の
対
応
に
つ
い
て

問　

ど
の
よ
う
な
対
応
を
し
た
の
か
。

答　

法
定
外
公
共
物
の
汚
損
に
当
た

▲流出した油を
　　　 除去するために来た作業車

▲建設を待ち望む屋内公園
 （写真は新潟県長岡市 
　　　　子育ての駅「てくてく」）

る
行
為
と
し
て
、
直
ち
に
現
状
回
復

す
る
よ
う
指
示
を
し
た
。

〇
危
機
管
理
部
の
対
応
に
つ
い
て

問　

ど
の
よ
う
な
対
応
を
し
た
の
か
。

答　

市
民
課
、
建
設
課
と
発
生
状
況

や
現
在
の
対
応
な
ど
情
報
共
有
し
、

市
が
管
理
す
る
他
の
施
設
に
お
い
て

も
調
査
を
行
い
対
処
や
連
絡
体
制
に

つ
い
て
確
認
す
る
よ
う
通
知
し
た
。

問　

朝
来
市
防
災
基
本
条
例
を
制
定

さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
責
任
あ
る
初
動

の
動
き
が
取
れ
る
様
に
す
べ
き
で
は
。

答　

今
後
、
研
究
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

〇
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て

問　

昨
今
、
議
員
か
ら
の
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
健
全

な
議
会
運
営
を
目
的
に
、
議
会
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
根
絶
条
例
制
定
を
考
え
て

い
る
。
本
市
の
状
況
を
伺
う
。

答　

議
会
の
委
員
会
等
に
お
い
て
長

時
間
拘
束
さ
れ
た
事
案
や
、
強
い
口

調
で
叱
責
を
受
け
た
事
案
な
ど
本
人

の
受
け
止
め
方
に
よ
っ
て
は
、
パ

ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
あ
た
る
可
能

性
の
あ
る
事
案
も
確
認
し
て
い
る
。

職
員
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
に
つ
い
て

検
討
す
る
。

　

自
由
倶
楽
部   

尾 

﨑 

里 

美

南
広
組
合
の

　
　

 

油
流
出
事
故
に
つ
い
て

代表質問

　

朝
来
市
創
生
の
会   

嵯
峨
山　

博

魅
力
あ
る
朝
来
市
を
目
指
せ

代表質問

問

問

答

答

 

○
市
長
の
対
応
に
つ
い
て

 

○
危
機
管
理
部
の
対
応
に
つ
い
て

 

○
公
共
施
設
に
つ
い
て

 

○
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て

 

○
市
民
課
の
対
応
に
つ
い
て

 

○
建
設
課
の
対
応
に
つ
い
て

問答

問答

問答問答問答問答

問答問答

決
算
認
定

議
案
審
議
／
賛
否
の
状
況

一
般
質
問

決
算
審
査
意
見
／
補
正
予
算

委
員
会
調
査
報
告

高
校
生
議
会

表
紙
写
真
応
募
者
の
声

／
日
程（
12
月
定
例
会
）

氏名下のQRコードにより、スマートフォン等で録画映像をご覧いただけます。 ⑫



〇
文
化
財
へ
の
取
組
み
に
つ
い
て

問　

１
９
９
件
も
の
文
化
財
が
あ
る

が
、
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
か
。

答　

合
併
前
の
旧
町
で
、
地
域
の
歴

史
的
な
価
値
を
有
す
る
も
の
を
指
定

し
て
き
た
経
緯
が
あ
り
、
そ
の
価
値

を
高
く
評
価
し
、
併
せ
て
、
歴
史
文

化
遺
産
を
次
世
代
に
引
き
継
い
で
い

く
責
務
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

問　

神
子
畑
選
鉱
場
跡
シ
ッ
ク
ナ
ー

の
進
入
防
止
柵
、
劣
化
調
査
な
ど
が

行
わ
れ
た
が
、
耐
震
性
の
調
査
は
必

要
な
い
か
。

答　

耐
震
性
調
査
は
、
学
術
調
査
に

基
づ
き
、
ど
の
程
度
の
構
造
強
度
を

保
有
し
て
い
る
か
を
定
量
的
に
把
握

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問　

神
子
畑
選
鉱
場
跡
周
辺
を
市
指

定
の
景
観
地
域
に
す
る
考
え
は
。

答　

そ
の
辺
り
の
こ
と
が
で
き
る
か
、

で
き
な
い
か
い
う
こ
と
も
含
め
て
検

討
し
て
い
き
た
い
。

〇
天
然
記
念
物
の
保
護
・
育
成

問　

天
然
記
念
物
と
は
、
ど
の
よ
う

な
も
の
か
。
ま
た
、
そ
の
評
価
は
。

答　

動
物
、
植
物
及
び
地
質
鉱
物
で
、

問　

組
織
は
ス
リ
ム
化
す
べ
き
だ
。

答　

議
員
か
ら
非
常
に
貴
重
な
御
提

案
を
頂
き
ま
し
た
。
十
分
に
検
証
さ

せ
て
頂
き
、
今
後
の
組
織
再
編
に
当

た
っ
て
参
考
と
さ
せ
て
頂
き
た
い
。

問　

組
織
は
フ
ラ
ッ
ト
化
す
べ
き
だ
。

答　

人
事
評
価
の
制
度
を
充
分
活
用

し
効
果
的
な
組
織
運
営
を
図
り
た
い
。

問　

人
事
評
価
は
能
力
や
成
果
を
形

式
的
に
評
価
す
る
の
で
は
な
く
、
実

質
的
に
評
価
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

答　

昨
年
、
評
価
の
基
準
は
見
直
し
、

人
事
評
価
も
常
に
色
々
と
改
善
し
な

が
ら
取
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

〇
県
和
田
山
職
員
住
宅
に
つ
い
て

問　

廃
止
後
の
跡
地
は
県
か
ら
無
償

譲
渡
を
受
け
ら
れ
な
い
か
。

答　

県
か
ら
跡
地
利
用
を
聞
取
り
、

市
か
ら
要
望
す
る
事
は
可
能
で
あ
る
。

〇
Ｊ
Ｒ
播
但
線
利
用
促
進
に
つ
い
て

問　

パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
の
無
料

駐
車
場
を
沿
線
自
治
体
が
設
置
し
、

列
車
内
に
立
掛
け
式
の
サ
イ
ク
ル
ス

ペ
ー
ス
を
設
け
て
は
ど
う
か
。

答　

沿
線
自
治
体
と
も
に
情
報
交
換

や
検
討
を
し
て
参
り
た
い
。

▲神子畑選鉱場跡周辺を
　　　　　　　 市指定景観地域に

▲パークアンドライド（無料駐車場）と
　サイクルスペースで JR播但線利用促進を！

〇
市
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
に
つ
い
て

問　

市
、
商
工
会
、
観
光
協
会
で
三

者
協
定
を
結
び
、
全
市
的
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
を
構
築
す
べ
き
だ
。

答　

市
全
体
の
情
報
発
信
の
在
り
方

は
関
係
機
関
と
研
究
し
て
参
り
た
い
。

〇
シ
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
に
つ
い
て
プ

問　

プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
代
行
や
記
事

ク
リ
ッ
ピ
ン
グ
の
実
施
は
ど
う
か
。

答　

市
全
体
の
情
報
発
信
の
在
り
方

を
考
え
る
中
で
有
効
な
手
段
を
研
究

し
て
参
り
た
い
。

学
術
上
価
値
の
高
い
も
の
を
い
い
、

生
態
系
に
配
慮
し
た
継
続
的
な
保
護

活
動
が
大
切
で
、
さ
ら
に
人
材
の
育

成
、
研
究
者
と
の
連
携
も
必
要
。
天

然
記
念
物
の
保
護
・
活
用
は
、
地
域

の
人
々
の
関
心
と
協
力
が
欠
か
せ
な

い
も
の
と
理
解
し
て
い
る
。

〇
朝
来
の
未
来
へ
の
投
資

問　

高
校
生
議
会
で
様
々
な
提
案
が

さ
れ
た
が
、
投
資
す
る
お
考
え
は
。

答　

議
会
で
中
身
を
精
査
さ
れ
、
市

当
局
に
報
告
さ
れ
て
か
ら
、
再
度
そ

の
中
で
政
策
的
に
ど
う
で
き
る
か
検

討
す
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
る
。

　

吉 

田 

俊 

平

職
員
減
少
を
見
越
し
た

                         

組
織
編
成
を

個人質問

　

水 

田 

文 

夫

住
み
続
け
た
い

　
　

   

元
気
で
美
し
い
朝
来
市 

個人質問

 

○
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田
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員
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宅
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て

 
○
Ｊ
Ｒ
播
但
線
利
用
促
進
に
つ
い
て

 

○
市
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
に
つ
い
て

 

○
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
に
つ
い
て

 

○
文
化
財
へ
の
取
組
み
に
つ
い
て

 

○
天
然
記
念
物
の
保
護
・
育
成

 
○
朝
来
の
未
来
へ
の
投
資

問答問答問答問答問答

問答問答

問答問答問答問答
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算
認
定

議
案
審
議
／
賛
否
の
状
況

一
般
質
問

決
算
審
査
意
見
／
補
正
予
算

委
員
会
調
査
報
告

高
校
生
議
会

表
紙
写
真
応
募
者
の
声

／
日
程（
12
月
定
例
会
）
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〇
全
天
候
型
運
動
場
の
整
備

問　

本
整
備
に
つ
い
て
は
、
予
算
執

行
留
保
の
決
議
を
受
け
、
現
在
、
候

補
地
選
定
は
市
有
地
以
外
へ
の
整
備

も
視
野
に
入
れ
、
内
部
調
整
中
と
の

こ
と
で
あ
る
が
、
今
後
、
市
民
の
声

を
聞
く
予
定
は
い
か
が
。

答　

令
和
４
年
度
に
設
置
し
た
朝
来

市
全
天
候
型
運
動
施
設
整
備
検
討
懇

話
会
を
、
今
後
も
必
要
に
応
じ
て
開

催
し
意
見
を
伺
い
た
い
。

問　

予
算
執
行
留
保
の
決
議
を
受
け

て
、
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
へ
の
影

響
は
い
か
が
。

答　

当
初
の
予
定
で
は
、
令
和
８
年

度
に
供
用
開
始
が
で
き
る
よ
う
な
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
立
て
て
い
た
が
、
当

初
予
定
で
進
め
る
こ
と
は
、
非
常
に

難
し
い
状
況
と
考
え
て
い
る
。

〇
市
内
の
空
き
家
は
増
加
傾
向

問　

近
年
、
空
き
家
の
増
加
が
目
立

っ
て
い
る
が
、
市
は
、
住
宅
事
情
を

ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

答　

令
和
３
年
度
の
空
き
家
等
実
態

調
査
に
よ
る
と
、
市
内
の
空
き
家
は
、

１
４
６
５
件
あ
り
、
更
な
る
増
加
が

〇
生
野
町
バ
ス
再
編
に
つ
い
て

問　

神
崎
病
院
へ
は
ど
う
行
く
の
か
。

答　

生
野
駅
ま
で
予
約
バ
ス
。
駅
か

ら
路
線
バ
ス
に
乗
り
換
え
る
。

問　

朝
来
医
療
セ
ン
タ
ー
の
患
者
の

う
ち
生
野
町
民
は
約
３
％
と
少
な
い
。

予
約
バ
ス
を
山
口
ま
で
走
ら
せ
、
医

療
セ
ン
タ
ー
に
行
き
や
す
く
す
べ
き
。

答　

生
野
駅
か
ら
の
路
線
バ
ス
か
、

鉄
道
を
使
っ
て
ほ
し
い
。

問　

習
い
事
な
ど
に
行
く
た
め
、
こ

ど
も
も
ア
コ
カ
を
使
い
た
い
。

答　

需
要
は
聞
い
て
お
り
検
討
す
る
。

問　

観
光
客
の
多
い
日
曜
は
運
休
か
。

答　

費
用
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て

運
行
す
る
か
検
討
す
る
。

問　

バ
ス
を
立
体
装
飾
し
て
は
。

答　

愛
称
や
ラ
ッ
ピ
ン
グ
等
で
、

乗
る
人
に
愛
さ
れ
る
バ
ス
に
し
た

い
。

〇
ひ
と
り
親
家
族
の
支
援
充
実
を

問　

昨
年
度
２
２
０
世
帯
が
児
童

扶
養
手
当
を
申
請
。
う
ち
41
世
帯

は
条
件
が
合
わ
ず
無
支
給
。
そ
の

中
に
は
生
活
が
苦
し
い
人
も
多
い
。

一
律
に
月
１
万
円
給
付
す
べ
き
。

▲アイデアでピンチを
　　　　　　　チャンスに！

答　

本
来
で
あ
れ
ば
誰
一
人
取
り
残

さ
ず
支
給
す
べ
き
と
思
う
が
、
制
度

上
や
む
を
え
な
い
。
低
所
得
者
向
け

の
臨
時
給
付
金
を
随
時
行
っ
て
い
る
。

〇
障
害
児
放
課
後
支
援
の
充
実
を

問　

市
内
の
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
の
定
員
45
人
に
対
し
、
利
用
者
は

81
人
。
計
画
に
対
し
平
均
で
半
分
ほ

ど
の
日
数
し
か
利
用
で
き
て
い
な
い
。

複
数
の
施
設
に
通
う
児
童
が
37
人
い

る
。
学
童
ク
ラ
ブ
に
も
支
援
が
必
要

な
児
童
が
増
え
て
い
る
。

答　

障
害
者
自
立
支
援
協
議
会
で
課

題
を
検
討
中
。
市
が
関
係
機
関
と
連

携
し
、
支
給
日
数
等
を
調
整
し
た
い
。

危
惧
さ
れ
る
状
況
で
あ
る
。

〇
市
営
住
宅
の
入
居
状
況
等

問　

市
内
に
市
営
住
宅
は
何
戸
あ
っ

て
、
入
居
率
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答　

市
内
に
は
、
３
２
２
戸
の
入
居

可
能
な
市
営
住
宅
が
あ
り
、
８
割
程

度
の
入
居
率
と
な
っ
て
い
る
。

〇
宅
地
開
発
残
区
画
の
販
売
促
進
を

問　

釣
坂
団
地
４
区
画
、
立
野
団
地

２
区
画
の
販
売
見
通
し
は
い
か
が
。

答　

こ
れ
ま
で
販
売
条
件
の
変
更
は

行
っ
て
い
な
い
が
、
今
後
、
販
売
価

格
を
見
直
し
、
残
区
画
の
販
売
促
進

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　

加 

藤 

貴 

之

弱
者
に
寄
り
添
う

                   

ま
ち
づ
く
り
を

個人質問

　

足 

立 

義 

美

施
設
整
備
及
び

             

土
地
活
用
等
を
問
う

個人質問

 

○
生
野
町
バ
ス
再
編
に
つ
い
て

 

○
ひ
と
り
親
家
族
の
支
援
充
実
を

 

○
障
害
児
放
課
後
支
援
の
充
実
を

 

○
全
天
候
型
運
動
場
の
整
備

 
○
市
内
の
空
き
家
は
増
加
傾
向

 

○
市
営
住
宅
の
入
居
状
況
等

 

○
宅
地
開
発
残
区
画
の
販
売
促
進
を▲朝来市定住促進住宅和田山団地

問答問答問答問答問答問

答問答

問答問答問答

問答問答

決
算
認
定

議
案
審
議
／
賛
否
の
状
況

一
般
質
問

決
算
審
査
意
見
／
補
正
予
算

委
員
会
調
査
報
告

高
校
生
議
会

表
紙
写
真
応
募
者
の
声

／
日
程（
12
月
定
例
会
）

氏名下のQRコードにより、スマートフォン等で録画映像をご覧いただけます。 ⑭



〇
第
３
次
総
合
計
画
に
つ
い
て

問　

総
合
計
画
が
施
行
さ
れ
１
年
半

が
経
と
う
と
し
て
い
る
。
市
民
の
理

解
や
認
識
は
進
ん
で
い
る
の
か
。

答　

ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
広

報
紙
な
ど
様
々
な
機
会
を
通
し
て
総

合
計
画
の
推
進
に
向
け
説
明
・
啓
発

を
し
て
い
き
た
い
。

問　

総
合
計
画
の
推
進
に
向
け
７
つ

の
合
言
葉
が
生
ま
れ
た
。
総
合
計
画

へ
の
関
心
度
を
高
め
る
為
に
こ
の
合

言
葉
を
題
材
に
川
柳
や
エ
ッ
セ
イ
を

市
民
か
ら
募
集
し
て
は
ど
う
か
。

答　

御
提
案
を
参
考
に
総
合
計
画
推

進
と
と
も
に
考
え
て
参
り
た
い
。

問　

こ
れ
か
ら
の
朝
来
市
の
あ
り
た

い
ま
ち
の
姿
を
描
く
総
合
計
画
に
一

番
理
解
と
関
心
を
持
っ
て
欲
し
い
小

中
高
生
の
為
に
「
総
合
計
画
子
ど
も

版
」
を
作
成
し
て
は
ど
う
か
。

答　

朝
来
市
の
こ
と
を
自
分
の
こ
と

と
し
て
考
え
る
機
会
を
作
る
こ
と
は

重
要
で
あ
る
。
今
後
、
研
究
し
た
い
。

〇
奨
学
金
返
還
支
援
に
つ
い
て

問　

大
学
生
の
２
人
に
１
人
が
奨
学

金
を
受
給
し
卒
業
後
返
済
に
苦
慮
し

問　

和
田
山
ま
で
の
電
化
が
い
ま
だ

に
実
現
せ
ず
、
利
用
者
は
ど
ん
ど
ん

減
少
し
、
沿
線
の
町
々
が
衰
退
し
て

い
る
最
大
の
原
因
は
『
利
用
者
増
無

く
し
て
電
化
の
要
求
で
き
ず
』
と
す

る
敗
北
主
義
の
運
動
論
だ
。

　

正
し
い
運
動
論
は
『
全
線
電
化
無

く
し
て
利
用
者
増
加
な
し
』
で
あ
る
。

ま
ず
全
線
電
化
あ
り
き
で
あ
る
。
方

法
を
１
８
０
度
ひ
っ
く
り
返
さ
ね
ば

電
化
は
永
遠
に
実
現
し
な
い
。
電
化

し
て
初
め
て
未
来
が
開
け
る
。
朝
夕
、

快
速
電
車
『
朝
風
』
が
走
り
、
和
田

山
、
姫
路
間
を
60
分
で
結
ぶ
。
朝
来

市
か
ら
姫
路
へ
通
学
通
勤
で
き
る
よ

う
に
な
る
。
や
が
て
朝
来
市
が
姫
路

圏
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
に
な
る
。
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
対
象
の
観
光
事
業
も
本
格

的
に
取
り
組
め
る
。
こ
う
な
っ
て
初

め
て
地
域
の
未
来
が
開
け
る
。
子
供

達
も
帰
っ
て
来
る
。

答　

確
か
に
市
の
未
来
を
切
り
開
く

に
は
全
線
電
化
が
必
要
か
も
。
本
当

に
電
化
が
実
現
す
れ
ば
素
晴
ら
し
い
。

未
来
の
子
供
達
に
残
す
夢
か
と
思
う
。

実
現
可
能
か
、
市
と
し
て
し
っ
か
り

▲播但線の始発駅  和田山駅

研
究
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

問　

寺
前
、
和
田
山
間
の
電
化
コ
ス

ト
は
１
６
０
億
円
程
度
。
こ
の
コ
ス

ト
を
Ｊ
Ｒ
西
日
本
に
負
担
を
求
め
ず
、

兵
庫
県
と
朝
来
市
で
負
担
す
る
。
朝

来
市
は
60
億
円
を
負
担
す
る
と
宣
言

を
し
て
電
化
交
渉
に
入
っ
て
は
ど
う

か
。
地
域
の
未
来
へ
の
投
資
だ
。

答　

コ
ス
ト
を
負
担
し
な
く
て
よ
い

と
な
れ
ば
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
も
電
化
に

肯
定
的
に
な
る
か
も
。
60
億
円
が
高

い
投
資
か
安
い
投
資
に
な
る
か
、
今

は
判
断
で
き
な
い
が
、
し
っ
か
り
と

研
究
し
て
答
え
を
出
し
た
い
。

て
い
る
。
朝
来
市
と
県
の
支
援
制
度

を
利
用
す
れ
ば
５
年
間
は
、
個
人
負

担
が
ゼ
ロ
に
な
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

制
度
を
導
入
す
る
市
内
企
業
を
増
や

す
取
組
み
は
。

答　

県
や
商
工
会
と
共
同
で
制
度
導

入
企
業
の
追
加
に
努
め
る
。

〇
視
覚
障
が
い
の
方
の
情
報
取
得
支

援
に
つ
い
て
い
て

問　

情
報
伝
達
の
支
援
と
し
て
ス
マ

ホ
を
利
用
し
て
文
章
を
読
上
げ
る
ア

プ
リ
「
音
声
コ
ー
ド
ユ
ニ
ボ
イ
ス
」

を
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

答　

導
入
に
つ
い
て
研
究
し
た
い
。

　

横 

尾 

正 

信

播
但
線
の
全
線
電
化
を

　
　
　
　
　
　

  

実
現
し
よ
う

個人質問

　

上 

田 

幸 

広

シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の

                      

持
て
る
ま
ち
に

個人質問

 

○
第
３
次
総
合
計
画
に
つ
い
て

 

○
奨
学
金
返
還
支
援
に
つ
い
て

 

○
視
覚
障
が
い
の
方
の
情
報
取
得
支

援
に
つ
い
て

▲子ども版の総合計画(千葉県印西市)

問答

問答

問答問答問答問

答問答

決
算
認
定

議
案
審
議
／
賛
否
の
状
況

一
般
質
問

決
算
審
査
意
見
／
補
正
予
算

委
員
会
調
査
報
告

高
校
生
議
会

表
紙
写
真
応
募
者
の
声

／
日
程（
12
月
定
例
会
）

⑮   



問　

人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
等
の

社
会
環
境
の
変
化
に
応
じ
、
市
は
事

務
事
業
を
地
域
自
治
協
議
会
（
以
下

「
自
治
協
」
と
い
う
。）
と
連
携
し
て

実
施
す
る
必
要
性
が
高
ま
る
一
方
、

自
治
協
は
市
の
事
務
事
業
に
対
す
る

理
解
や
関
心
を
深
め
、
事
務
事
業
を

地
域
の
た
め
に
有
効
に
活
用
す
る
た

め
に
貢
献
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

自
治
協
の
究
極
の
役
割
は
、
地
域
に

お
け
る
公
共
の
福
祉
を
向
上
さ
せ
る

サ
ー
ビ
ス
を
担
う
役
割
を
果
た
す
こ

と
で
あ
り
、
市
と
、
地
域
に
お
け
る

公
共
の
受
皿
と
し
て
の
自
治
協
は
、

対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
の
関
係

を
築
く
こ
と
が
必
要
だ
。

答　

共
創
・
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
上
で
、
既
に
自
治
協
は

重
要
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
認
識
し

て
い
る
。

さ
ら
に
対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
関
係
強
化
に
向
け
て
研
究

を
進
め
る
。

問　

自
治
協
は
、
本
市
に
お
け

る
地
域
分
権
の
受
皿
と
し
て
今

後
ま
す
ま
す
期
待
さ
れ
る
が
、

〇
冬
期
に
お
け
る
朝
来
市
の
観
光
促

進
に
つ
い
て

問　

竹
田
城
跡
な
ど
の
ド
ロ
ー
ン
撮

影
や
タ
イ
ム
ラ
プ
ス
を
利
用
し
た
お

花
畑
な
ど
を
四
方
の
ス
ク
リ
ー
ン
に

投
影
す
る
シ
ア
タ
ー
が
あ
れ
ば
、
座

り
な
が
ら
市
内
周
遊
旅
行
を
疑
似
体

験
で
き
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　

冬
期
の
取
組
み
と
し
て
も
本
市

の
魅
力
を
伝
え
、
観
光
を
楽
し
ん
で

頂
く
こ
と
に
有
効
と
考
え
る
が
設
置

場
所
や
費
用
も
課
題
と
考
え
る
。

問　

山
城
の
郷
の
観
光
案
内
所
ス
ペ

ー
ス
を
上
手
く
活
用
し
て
は
ど
う
か
。

答　

現
在
、
竹
田
城
跡
や
竹
田
の
町

な
か
の
情
報
を
提
供
す
る
場
と
し
て

設
置
し
て
お
り
広
場
に
つ
い
て

は
物
販
や
休
憩
所
と
し
て
利
用

し
て
い
る
。

問　

点
在
す
る
市
内
観
光
地
の

点
を
線
に
・
線
を
面
に
す
る
取

組
み
は
。

答　

デ
ジ
タ
ル
ス
タ
ン
プ
ラ
リ

ー
の
取
組
み
や
モ
デ
ル
ル
ー
ト

の
提
案
、
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
推
進
を
行
っ
て
い
る
。

〇
児
童
館
機
能
を
備
え
た
市
民
交
流

ひ
ろ
ば
の
拠
点
整
備
に
つ
い
て

問　

交
流
ひ
ろ
ば
に
誰
で
も
利
用
で

き
る
放
課
後
家
庭
教
室
や
児
童
館
と

し
て
の
機
能
を
持
た
せ
、
幅
広
い
相

談
に
応
じ
る
拠
点
に
し
て
は
ど
う
か
。

答　

現
状
で
は
保
健
セ
ン
タ
ー
が
そ

の
対
象
施
設
で
あ
る
。

問　

ひ
き
こ
も
り
や
生
き
づ
ら
さ
を

感
じ
る
人
も
い
る
。
有
資
格
者
を
配

置
し
、
問
題
が
深
刻
化
す
る
前
の
突

破
口
と
し
て
も
期
待
が
出
来
る
市
民

交
流
ひ
ろ
ば
を
整
備
し
て
は
ど
う
か
。

答　

非
常
に
理
想
的
な
施
設
で
あ
る
。

今
あ
る
相
談
体
制
や
資
源
を
有
効
的

効
果
的
に
も
活
用
し
、
検
討
す
る
。

法
人
格
の
欠
如
が
最
大
の
弱
点
で
あ

っ
て
、
自
治
協
に
よ
る
機
能
的
自
治

の
限
界
で
あ
る
。
法
人
格
を
持
つ
こ

と
で
形
式
的
に
も
住
民
代
表
性
を
担

保
し
、
組
織
と
し
て
の
ガ
バ
ナ
ン
ス

や
透
明
性
を
向
上
さ
せ
、
そ
の
存
在

の
意
義
と
持
続
性
を
確
保
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
法
人
格
の
取
得
を
目
指

す
議
論
を
す
べ
き
。

答　

自
治
協
が
さ
ら
に
責
任
あ
る
地

域
の
公
共
的
団
体
と
し
て
機
能
し
て

い
く
組
織
と
な
る
た
め
に
は
、
運
営

基
盤
の
強
化
が
必
要
で
あ
り
、
法
人

格
の
取
得
も
そ
の
方
策
の
一
つ
と
認

識
し
て
い
る
。
各
自
治
協
の
主
体
性
、

自
主
性
を
尊
重
し
つ
つ
、
運
営
基
盤

の
強
化
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
く
。

　

関　
　

綾 

乃

住
ん
で
よ
か
っ
た
朝
来
市
に
！

個人質問

　

藤 

原 

正 

伸

市
の
事
務
事
業
と

       

地
域
自
治
協
議
会
の
役
割

個人質問

 

○
冬
期
に
お
け
る
朝
来
市
の
観
光
促

進
に
つ
い
て

 

○
児
童
館
機
能
を
備
え
た
市
民
交
流

ひ
ろ
ば
の
拠
点
整
備
に
つ
い
て▲空間全体をダイナミックに　

　使った「エコルとごし」の
　映像展示シアター（東京都）

問答問答問答

問答問答

問答問

答

▲事務事業は、総合計画の　
　ビジョンを実現するため　
　に実施する具体的手段

決
算
認
定

議
案
審
議
／
賛
否
の
状
況

一
般
質
問

決
算
審
査
意
見
／
補
正
予
算

委
員
会
調
査
報
告

高
校
生
議
会

表
紙
写
真
応
募
者
の
声

／
日
程（
12
月
定
例
会
）

氏名下のQRコードにより、スマートフォン等で録画映像をご覧いただけます。 ⑯



〇
Ｄ
Ｘ
の
推
進
を
本
腰
で
や
れ
！

問　

朝
来
市
の
デ
ジ
タ
ル
戦
略
の
目

的
と
現
状
を
訪
ね
る
。

答　

情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
、
申

請
手
続
き
、
イ
ベ
ン
ト
の
申
請
、
損

傷
箇
所
の
報
告
、
防
災
倉
庫
の
備
品

管
理
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
抗
原

検
査
キ
ッ
ト
の
管
理
等
に
取
組
み
、

目
的
は
、
デ
ジ
タ
ル
で
繋
が
る
豊
か

な
社
会
の
実
現
で
あ
る
。

問　

デ
ジ
タ
ル
技
術
は
急
速
に
進
化

し
て
い
る
。
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
竹
田

城
の
閉
山
期
や
市
内
観
光
に
活
用
す

べ
き
で
、「
天
と
地
と
」
で
三
億
掛

か
っ
た
セ
ッ
ト
の
こ
と
を
考
え
れ
ば

少
額
で
済
む
。
観
光
に
Ｖ
Ｒ
の
活
用

を
進
め
る
べ
き
だ
が
、
見
解
は
。

答　

閉
山
中
の
安
全
性
や
費
用
対
効

果
も
考
え
、
今
後
、
研
究
し
た
い
。

問　

神
子
畑
選
鉱
場
も
解
体
後
、
土

台
の
み
で
明
神
電
車
は
展
示
だ
け
で

あ
る
。
Ｖ
Ｒ
だ
と
電
車
に
乗
車
し
て
、

山
中
や
ト
ン
ネ
ル
を
本
物
の
よ
う
に

走
る
体
験
が
で
き
る
。
デ
ジ
タ
ル
資

料
館
を
整
備
す
る
気
は
な
い
か
。

答　

実
際
に
見
る
の
と
同
様
の
体
験

〇
総
合
計
画
の
検
証
に
つ
い
て

問　

現
在
の
将
来
像
の
達
成
度
は
。

評
価
の
方
法
は
。

答　

計
画
が
令
和
４
年
度
か
ら
ス
タ

ー
ト
し
た
。
政
策
目
標
の
検
証
は
本

年
度
か
ら
実
施
す
る
。
評
価
は
ア
ン

ケ
ー
ト
を
元
に
し
て
総
合
的
に
評
価
。

問　

35
の
施
策
を
実
行
し
て
、
将
来

像
を
実
現
す
る
の
が
計
画
の
骨
組
み

で
あ
る
が
、
施
策
の
目
標
は
曖
昧
で

実
効
性
に
疑
問
が
あ
る
。

答　

基
本
計
画
で
は
、
抽
象
的
な
表

現
と
な
る
。
具
体
的
に
は
実
施
計
画

で
定
め
、
毎
年
評
価
・
検
証
を
行
う
。

問　

地
方
自
治
法
に
は
、
住
民
福
祉

の
増
進
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
あ
り
、
市
民
の
幸
福
を
目
指
す
の

が
市
の
責
務
で
あ
る
が
。

答　

総
合
計
画
で
掲
げ
る
将
来
像
は

自
治
体
の
責
務
を
果
た
す
べ
き
も
の

で
あ
り
、
意
識
し
な
が
ら
取
組
む
。

問　

市
民
が
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
明
確

な
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
す
べ
き
。

答　

２
０
５
０
年
問
題
も
あ
り
、
市

の
進
む
方
向
を
明
確
に
示
す
必
要
が

あ
る
と
思
っ
て
い
る
。
検
討
す
る
。

▲寺谷橋下流の未改修堤防

〇
防
災
に
つ
い
て

問　

大
雨
に
よ
る
被
害
が
国
内
各
地

で
発
生
し
て
い
る
。
２
０
０
４
年
の

23
号
台
風
で
但
馬
で
も
甚
大
な
被
害

を
受
け
た
。
得
た
教
訓
は
。

答　

玉
置
で
３
・
89
ｍ
の
最
高
水
位

を
記
録
し
、
床
上
浸
水
等
大
き
な
被

害
が
あ
っ
た
。
円
山
川
上
流
圏
域
河

川
整
備
計
画
を
策
定
し
未
然
に
防
ぐ

取
組
み
を
実
施
し
て
い
る
。

問　

寺
谷
橋
下
流
の
堤
防
高
さ
は
県

の
計
画
高
に
達
し
て
い
な
い
。

答　

認
識
し
て
い
る
。
引
き
続
き
国

県
に
強
く
要
望
す
る
。

が
で
き
る
の
は
、
非
常
に
大
事
な
こ

と
な
の
で
研
究
し
て
い
き
た
い
。

〇
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
は
全
力

で
取
り
組
め
！

問　

養
護
教
員
だ
け
端
末
が
配
布
さ

れ
て
い
な
い
が
な
ぜ
か
。

答　

一
人
一
台
配
布
済
み
と
認
識
し

て
い
る
が
確
認
し
て
対
応
し
た
い
。

問　

Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
、
リ
モ
ー
ト

は
早
く
推
進
す
べ
き
だ
が
、
悪
用
も

懸
念
さ
れ
る
。
市
の
取
組
み
は
。

答　

Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
は
活
用
と
危

機
を
検
討
し
た
い
。
リ
モ
ー
ト
は
推

進
し
て
い
き
た
い
。

　

森 

下 

恒 

夫

明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
を

                     

市
民
で
共
有
を

個人質問

　

日 

下　
　

茂

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
を

                          

推
進
せ
よ
！

個人質問

 

○
総
合
計
画
の
検
証
に
つ
い
て

 

○
防
災
に
つ
い
て

 

○
Ｄ
Ｘ
の
推
進
を
本
腰
で
や
れ
！

 

○
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
は
全
力

で
取
り
組
め
！

▲期待されるGIGAスクール構想

問答問答問答問答

問答問答

問答問答問答

問答問答

決
算
認
定

議
案
審
議
／
賛
否
の
状
況

一
般
質
問

決
算
審
査
意
見
／
補
正
予
算

委
員
会
調
査
報
告

高
校
生
議
会

表
紙
写
真
応
募
者
の
声

／
日
程（
12
月
定
例
会
）

⑰



岩
﨑 

愛
梨
議
員

議

長

　トップバッターだったこともあ
り、少し緊張しましたが、高校生
全員が体験できることではない
と思うので、良い経験が出来まし
た。そして、自分の発表や他の議
員の発表を聞いて、朝来市のこと
が知れて良かったです。

中
島 

陽
南
議
員

　初めて高校生議会に参加してと
ても緊張しました。議長という役
割はとても荷が重く、私に務まる
のかと、とても心配だったけどしっ
かり果たすことが出来たので良
かったです。少しかんでしまった所
もあったけど、しっかり議事運営
をすることができ、とてもいい経
験が出来たなと思っています。

　議会というとても張りつめた空
気のある会に参加して、とても緊
張しました。僕は、所得制限のこ
とについて質問し、個人的に変わ
る可能性があると思いました。変
えることは可能である答弁をいた
だき、とても希望が持てました。自
分の意見が朝来市の未来を変えて
くれたらいいなと思っています。

羽
渕 

蒼
空
議
員

は

ぶ

ち

そ

ら

い

わ

さ

き

あ

い

り

な

か

し

ま

ひ

な

み

　令和５年８月３日、高校生議会を開催しました。
次世代を担う高校生の政治や地方自治への意識醸成を目的として、
今年で３回目の開催となりました。

　高校生議会は緊迫した雰囲気
でしたが、すごくいい経験をさせ
てもらい、とてもうれしかったで
す。自分は議会の中に入ることも
初めてで、あの雰囲気も素晴らし
かったです。こういう経験は二度
とできないと思うので大変良かっ
たです。これを糧にして高校生活
を送りたいです。

太
田 

一
颯
議
員

生野高校生や和田山高校生の意見も、
同じ高校生という立場で聞いてみると、
確かにと納得できたり、共感できるこ
とが多かったようにも感じました。今回
の議会で議員としての発言やそれに対
する応答など様々な体験をさせていた
だきました。今後も朝来市で生活する
中で、この経験を通しての発見や考え
を深めていけたら良いなと思います。

米
田 

蒼
依 

議
員

よ

ね

だ

あ

お

い

お

お

た

い

ぶ

き

　市を動かしている方 と々実際に意
見を共有することで、知らなかったこ
とに目を向けることができ、市内の現
状について考えることができた。私た
ち高校生の意見に対してたくさんの
言葉で応えていただいたこと、その
意見について検討してくださったこと
に感謝し、自分にはこれから何がで
きるのか考えていきたいと思った。

小
田
垣
咲
那
議
員

お

だ

が

き

さ

き

な

　朝来市の現状について、多種多
様な意見があり、参加してとても勉
強になりました。今まで自分が生活
して気づかなかったことも課題とし
て取り上げている人がいたりして、
自分自身も、もう一度、朝来市につ
いて詳しく勉強していきたいと思い
ました。貴重な機会に参加させて
もらって、とても良かったです。

衣
川 

功
樹
議
員

　自分達が住んでいる所が、今ど
んな状況なのかが、断片的にだけ
どわかった。議会で話されていた
こと以外にも、探せば問題はある
と思った。

木
下
蒼
一
朗 

議
員

き

の

し

た

そ

う

い

ち

ろ

う

き

ぬ

が

わ

こ

う

き

　私が今回初めて高校生議会に
参加させていただいて感じたこと
は、1つ目はやはりとても緊張しま
した。普通ならこの気持ちを味わ
うことができないと思うので、と
ても良い経験が出来たと思いま
す。またこのような機会があった
ら、ちょっとずつでも自分から参
加していこうと思っています。

マ
フ
ァ
ル
ダ
・

　
　
ビ
ア
ン
カ
議
員

森
　
千
耀

議
員

議

長

　緊張の一日で、本番が心配でした
が、いざ始まってみると、自分の番が
楽しみで、自分の提案によって「未
来の朝来市」を少しでも良くしたい
と思うと緊張がなくなり、今までとは
違い、やる気が出てきました。その結
果、実際に来年から子育てガイド
ブックの一部が変わることになり、
提案して良かったと思いました。

大
橋 

佳
生
議
員

　今回このような貴重な経験が出
来てとても良かったです。議長を
経験して、どうしたら緊張しても相
手にわかりやすく伝えることがで
きるのかを考え、そのことを実践
することができました。また、私は
養父市民なので、今朝来市にはど
のような事が起こっているのか、
客観的に知ることができました。

も

り

ち

あ

き

お

お

は

し

よ

し

き

　自分の意見を多くの人の前で発
表することは、なかなかないこと
なので、とても緊張しました。しか
し、本番でも練習どおりに自信を
もって発表することができまし
た。今回の高校生議会で、多くの
人の前で発表したという経験を自
分の自信として、これからの進路
に生かしていきたいです。

田
中 

佑
奈
議
員

た

な

か

ゆ

う

な

　初めて議場に入って、自分の名
前の札があり、かっこいいと思い
ました。人前で話をすることは緊
張しましたが、思っていたより上手
く話せたので良かったです。今回
の経験をとおして、改善策を考え
るには、まず原因を探ることが必
要だということが分かりました。

藤
原 

心
優
議
員

ふ

じ

わ

ら

こ

こ

ろ

　他の人の質問を聞いて、自分と
似ている質問や違った視点からの
質問などたくさんあり、これから
の朝来市についてもっと知ってい
く必要があると思い、これまでの
考え方が変わりました。また、改
善していくことは大切なことだ
が、本当に難しいことだと分かり
ました。

夜
久 

柊
馬
議
員

や

く

と

う

ま

　高校生議会ではとても緊張して
おり、内心では周章狼狽していま
した。しかし、人前で自分の意見
を発表できたので、自分に少し自
信がついたように感じ、嬉しかっ
たです。発表では、大きい声でハ
キハキと話し、伝えたい人と目を
合わせることを意識しました。有
意義な時間となりました。

山
内 

琉
以
議
員

や

ま

う

ち

る

い

　緊張したけれど、このような公
の場で質問や提案をすることは
初めてだったので、少し自信を持
つことができました。また、自分
が抱えていた疑問を解決すること
ができたので、私も今後は市民の
一人として朝来市の未来に関わる
ことに貢献したいと思いました。

白
箸 

理
一
議
員

し

ら

は

し

り

い

ち

　自分以外の生徒が今の朝来市
に対してどのような考えや現状へ
の解決策を持っているのか知るこ
とができた。それに対する朝来市
議会議員の方の考えも併せて知る
ことで、これから先の朝来市の在
り方について理解を深め、考える
ことができた。

田
村 

奈
緒
議
員

た

む

ら

な

お

　高校生議会に参加して、朝来市が今
どのような状況なのか分かり、議員さ
んの分かりやすい答弁のおかげで自
分の知らなかったことも理解すること
が出来ました。リハーサルのときは緊
張で噛んでしまっていたけれど、本番
では噛まずに読むことでき、とても嬉
しかったです。議会に参加してもっと朝
来市のことを知りたいと思いました。

安
田 

陽
菜
議
員

や

す

だ

ひ

な

和田山高校生
議員感想

令和
5年度高校生議会 生野高校生

議員感想
決
算
認
定

議
案
審
議
／
賛
否
の
状
況

一
般
質
問

決
算
審
査
意
見
／
補
正
予
算

委
員
会
調
査
報
告

高
校
生
議
会

表
紙
写
真
応
募
者
の
声

／
日
程（
12
月
定
例
会
）
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岩
﨑 

愛
梨
議
員

議

長

　トップバッターだったこともあ
り、少し緊張しましたが、高校生
全員が体験できることではない
と思うので、良い経験が出来まし
た。そして、自分の発表や他の議
員の発表を聞いて、朝来市のこと
が知れて良かったです。

中
島 

陽
南
議
員

　初めて高校生議会に参加してと
ても緊張しました。議長という役
割はとても荷が重く、私に務まる
のかと、とても心配だったけどしっ
かり果たすことが出来たので良
かったです。少しかんでしまった所
もあったけど、しっかり議事運営
をすることができ、とてもいい経
験が出来たなと思っています。

　議会というとても張りつめた空
気のある会に参加して、とても緊
張しました。僕は、所得制限のこ
とについて質問し、個人的に変わ
る可能性があると思いました。変
えることは可能である答弁をいた
だき、とても希望が持てました。自
分の意見が朝来市の未来を変えて
くれたらいいなと思っています。

羽
渕 

蒼
空
議
員

は

ぶ

ち

そ

ら

い

わ

さ

き

あ

い

り

な

か

し

ま

ひ

な

み

　令和５年８月３日、高校生議会を開催しました。
次世代を担う高校生の政治や地方自治への意識醸成を目的として、
今年で３回目の開催となりました。

　高校生議会は緊迫した雰囲気
でしたが、すごくいい経験をさせ
てもらい、とてもうれしかったで
す。自分は議会の中に入ることも
初めてで、あの雰囲気も素晴らし
かったです。こういう経験は二度
とできないと思うので大変良かっ
たです。これを糧にして高校生活
を送りたいです。

太
田 

一
颯
議
員

生野高校生や和田山高校生の意見も、
同じ高校生という立場で聞いてみると、
確かにと納得できたり、共感できるこ
とが多かったようにも感じました。今回
の議会で議員としての発言やそれに対
する応答など様々な体験をさせていた
だきました。今後も朝来市で生活する
中で、この経験を通しての発見や考え
を深めていけたら良いなと思います。

米
田 

蒼
依 

議
員

よ

ね

だ

あ

お

い

お

お

た

い

ぶ

き

　市を動かしている方 と々実際に意
見を共有することで、知らなかったこ
とに目を向けることができ、市内の現
状について考えることができた。私た
ち高校生の意見に対してたくさんの
言葉で応えていただいたこと、その
意見について検討してくださったこと
に感謝し、自分にはこれから何がで
きるのか考えていきたいと思った。

小
田
垣
咲
那
議
員

お

だ

が

き

さ

き

な

　朝来市の現状について、多種多
様な意見があり、参加してとても勉
強になりました。今まで自分が生活
して気づかなかったことも課題とし
て取り上げている人がいたりして、
自分自身も、もう一度、朝来市につ
いて詳しく勉強していきたいと思い
ました。貴重な機会に参加させて
もらって、とても良かったです。

衣
川 

功
樹
議
員

　自分達が住んでいる所が、今ど
んな状況なのかが、断片的にだけ
どわかった。議会で話されていた
こと以外にも、探せば問題はある
と思った。

木
下
蒼
一
朗 

議
員

き

の

し

た

そ

う

い

ち

ろ

う

き

ぬ

が

わ

こ

う

き

　私が今回初めて高校生議会に
参加させていただいて感じたこと
は、1つ目はやはりとても緊張しま
した。普通ならこの気持ちを味わ
うことができないと思うので、と
ても良い経験が出来たと思いま
す。またこのような機会があった
ら、ちょっとずつでも自分から参
加していこうと思っています。

マ
フ
ァ
ル
ダ
・

　
　
ビ
ア
ン
カ
議
員

森
　
千
耀

議
員

議

長

　緊張の一日で、本番が心配でした
が、いざ始まってみると、自分の番が
楽しみで、自分の提案によって「未
来の朝来市」を少しでも良くしたい
と思うと緊張がなくなり、今までとは
違い、やる気が出てきました。その結
果、実際に来年から子育てガイド
ブックの一部が変わることになり、
提案して良かったと思いました。

大
橋 

佳
生
議
員

　今回このような貴重な経験が出
来てとても良かったです。議長を
経験して、どうしたら緊張しても相
手にわかりやすく伝えることがで
きるのかを考え、そのことを実践
することができました。また、私は
養父市民なので、今朝来市にはど
のような事が起こっているのか、
客観的に知ることができました。

も

り

ち

あ

き

お

お

は

し

よ

し

き

　自分の意見を多くの人の前で発
表することは、なかなかないこと
なので、とても緊張しました。しか
し、本番でも練習どおりに自信を
もって発表することができまし
た。今回の高校生議会で、多くの
人の前で発表したという経験を自
分の自信として、これからの進路
に生かしていきたいです。

田
中 

佑
奈
議
員

た

な

か

ゆ

う

な

　初めて議場に入って、自分の名
前の札があり、かっこいいと思い
ました。人前で話をすることは緊
張しましたが、思っていたより上手
く話せたので良かったです。今回
の経験をとおして、改善策を考え
るには、まず原因を探ることが必
要だということが分かりました。

藤
原 

心
優
議
員

ふ

じ

わ

ら

こ

こ

ろ

　他の人の質問を聞いて、自分と
似ている質問や違った視点からの
質問などたくさんあり、これから
の朝来市についてもっと知ってい
く必要があると思い、これまでの
考え方が変わりました。また、改
善していくことは大切なことだ
が、本当に難しいことだと分かり
ました。

夜
久 

柊
馬
議
員

や

く

と

う

ま

　高校生議会ではとても緊張して
おり、内心では周章狼狽していま
した。しかし、人前で自分の意見
を発表できたので、自分に少し自
信がついたように感じ、嬉しかっ
たです。発表では、大きい声でハ
キハキと話し、伝えたい人と目を
合わせることを意識しました。有
意義な時間となりました。

山
内 

琉
以
議
員

や

ま

う

ち

る

い

　緊張したけれど、このような公
の場で質問や提案をすることは
初めてだったので、少し自信を持
つことができました。また、自分
が抱えていた疑問を解決すること
ができたので、私も今後は市民の
一人として朝来市の未来に関わる
ことに貢献したいと思いました。

白
箸 

理
一
議
員

し

ら

は

し

り

い

ち

　自分以外の生徒が今の朝来市
に対してどのような考えや現状へ
の解決策を持っているのか知るこ
とができた。それに対する朝来市
議会議員の方の考えも併せて知る
ことで、これから先の朝来市の在
り方について理解を深め、考える
ことができた。

田
村 

奈
緒
議
員

た

む

ら

な

お

　高校生議会に参加して、朝来市が今
どのような状況なのか分かり、議員さ
んの分かりやすい答弁のおかげで自
分の知らなかったことも理解すること
が出来ました。リハーサルのときは緊
張で噛んでしまっていたけれど、本番
では噛まずに読むことでき、とても嬉
しかったです。議会に参加してもっと朝
来市のことを知りたいと思いました。

安
田 

陽
菜
議
員

や

す

だ

ひ

な

和田山高校生
議員感想

令和
5年度高校生議会 生野高校生

議員感想
決
算
認
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高校生議員の一般質問項目は
以下のとおりです

 

高
校
生
議
会
に
ご
参
加
頂
き
ま
し

た
生
野
、
和
田
山
両
高
校
の
皆

様
、
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
高
校
生
議
員
の
皆
様
か
ら
の

ご
質
問
、
ご
提
案
は
朝
来
市
の
抱

え
て
い
る
課
題
を
的
確
に
捉
え
て

お
ら
れ
、
高
校
生
議
会
に
向
け
て

大
変
勉
強
さ
れ
た
の
だ
な
と
感
嘆

致
し
ま
し
た
。
ま
た
、
我
々
の
世

代
に
は
な
か
な
か
着
想
の
で
き
な

い
現
代
の
若
者
の
視
点
、
感
覚
が

織
り
込
ま
れ
て
お
り
、
大
い
に
参

考
と
な
る
も
の
で
し
た
。

　当
日
は
皆
様
か
ら
の
ご
質
問
に

対
し
て
本
市
議
会
議
員
が
答
弁
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
頂
戴
し
ま

し
た
ご
提
案
や
ご
意
見
に
関
し
ま

し
て
は
、
必
要
に
応
じ
、
改
め
て

各
常
任
委
員
会
に
て
調
査
し
、
朝

来
市
当
局
に
対
し
て
求
め
て
参
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

　結
び
と
な
り
ま
す
が
両
校
校
長

先
生
を
始
め
と
さ
れ
ま
す
関
係
者

の
皆
様
、
格
別
な
ご
協
力
を
賜
り

有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

西
本

　英
輔  

議
長

　日
頃
か
ら
地
域
の
課
題
、
朝
来

市
の
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
様
々
な
問
題
意
識
を
持
た
れ
、

そ
し
て
色
々
と
考
え
ら
れ
な
が
ら

学
校
生
活
を
送
ら
れ
て
い
る
こ
と

に
大
変
感
心
し
て
い
る
所
で
あ
り

ま
す
。
ど
の
質
問
に
つ
き
ま
し
て

も
重
要
な
事
項
で
あ
り
、
若
い

方
々
の
発
想
に
よ
り
気
付
か
さ
れ

る
項
目
も
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ご
提

案
い
た
だ
い
た
内
容
を
実
現
す
る

た
め
の
仕
組
み
づ
く
り
と
し
て
、

市
当
局
へ
提
案
で
き
る
よ
う
進
め

て
い
く
こ
と
が
議
会
運
営
委
員
会

で
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

 

こ
れ
を
契
機
に
さ
ら
に
政
治
に
関

心
を
持
た
れ
、
引
き
続
き
ご
意
見

等
を
い
た
だ
け
る
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
さ
ま

の
今
後
の
ご
健
勝
並
び
に
ご
活
躍

を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
講
評
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

嵯
峨
山

　博  

副
議
長

和
田
山
高
校

和田山高校

生野高校

生
野
高
校

高校生議員の皆さん、お疲れさまでした。

中島 陽南　議員

高齢化対策について

小田垣咲那　議員

朝来市の活性化の
ために

太田 一颯　議員

朝来市の人口減少
対策について

羽渕 蒼空　議員

朝来市の子供の医療
費助成の所得制限に
ついて

米田 蒼依　議員

ＪＲ播但線の
利用促進策について

マファルダ・ビアンカ  議員

生野と朝来市の
安全性について

衣川 功樹　議員

朝来市の文化遺産に
関するこれからの
取組について

木下蒼一朗　議員

生野高校の第二次
避難所としての役割と
機能の改善について

                  

夜久 柊馬　議員

朝来市の過疎化を
防ぐ対策について

安田 陽菜　議員

「竹田城跡」を拠点と
した冬のイベントに
ついて

白箸 理一　議員

播但線の利用促進に
ついて

田村 奈緒　議員

バスをもっと
使いたくなる工夫に
ついて

大橋 佳生　議員

朝来市における「子育
て応援パスポート」の
事業拡大について

田中 佑奈　議員

朝来市に観光客を
呼び込むための
イベント

山内 琉以　議員

スキーシーズンの
高速道路の
渋滞対策について

藤原 心優　議員

ゴミのポイ捨てを
減らすための取組に
ついて

決
算
認
定

議
案
審
議
／
賛
否
の
状
況

一
般
質
問

決
算
審
査
意
見
／
補
正
予
算

委
員
会
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査
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高校生議員の一般質問項目は
以下のとおりです

 

高
校
生
議
会
に
ご
参
加
頂
き
ま
し

た
生
野
、
和
田
山
両
高
校
の
皆

様
、
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
高
校
生
議
員
の
皆
様
か
ら
の

ご
質
問
、
ご
提
案
は
朝
来
市
の
抱

え
て
い
る
課
題
を
的
確
に
捉
え
て

お
ら
れ
、
高
校
生
議
会
に
向
け
て

大
変
勉
強
さ
れ
た
の
だ
な
と
感
嘆

致
し
ま
し
た
。
ま
た
、
我
々
の
世

代
に
は
な
か
な
か
着
想
の
で
き
な

い
現
代
の
若
者
の
視
点
、
感
覚
が

織
り
込
ま
れ
て
お
り
、
大
い
に
参

考
と
な
る
も
の
で
し
た
。

　当
日
は
皆
様
か
ら
の
ご
質
問
に

対
し
て
本
市
議
会
議
員
が
答
弁
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
頂
戴
し
ま

し
た
ご
提
案
や
ご
意
見
に
関
し
ま

し
て
は
、
必
要
に
応
じ
、
改
め
て

各
常
任
委
員
会
に
て
調
査
し
、
朝

来
市
当
局
に
対
し
て
求
め
て
参
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

　結
び
と
な
り
ま
す
が
両
校
校
長

先
生
を
始
め
と
さ
れ
ま
す
関
係
者

の
皆
様
、
格
別
な
ご
協
力
を
賜
り

有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

西
本

　英
輔  

議
長

　日
頃
か
ら
地
域
の
課
題
、
朝
来

市
の
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
様
々
な
問
題
意
識
を
持
た
れ
、

そ
し
て
色
々
と
考
え
ら
れ
な
が
ら

学
校
生
活
を
送
ら
れ
て
い
る
こ
と

に
大
変
感
心
し
て
い
る
所
で
あ
り

ま
す
。
ど
の
質
問
に
つ
き
ま
し
て

も
重
要
な
事
項
で
あ
り
、
若
い

方
々
の
発
想
に
よ
り
気
付
か
さ
れ

る
項
目
も
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ご
提

案
い
た
だ
い
た
内
容
を
実
現
す
る

た
め
の
仕
組
み
づ
く
り
と
し
て
、

市
当
局
へ
提
案
で
き
る
よ
う
進
め

て
い
く
こ
と
が
議
会
運
営
委
員
会

で
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

 

こ
れ
を
契
機
に
さ
ら
に
政
治
に
関

心
を
持
た
れ
、
引
き
続
き
ご
意
見

等
を
い
た
だ
け
る
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
さ
ま

の
今
後
の
ご
健
勝
並
び
に
ご
活
躍

を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
講
評
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

嵯
峨
山

　博  

副
議
長

和
田
山
高
校

和田山高校

生野高校

生
野
高
校

高校生議員の皆さん、お疲れさまでした。

中島 陽南　議員

高齢化対策について

小田垣咲那　議員

朝来市の活性化の
ために

太田 一颯　議員

朝来市の人口減少
対策について

羽渕 蒼空　議員

朝来市の子供の医療
費助成の所得制限に
ついて

米田 蒼依　議員

ＪＲ播但線の
利用促進策について

マファルダ・ビアンカ  議員

生野と朝来市の
安全性について

衣川 功樹　議員

朝来市の文化遺産に
関するこれからの
取組について

木下蒼一朗　議員

生野高校の第二次
避難所としての役割と
機能の改善について

                  

夜久 柊馬　議員

朝来市の過疎化を
防ぐ対策について

安田 陽菜　議員

「竹田城跡」を拠点と
した冬のイベントに
ついて

白箸 理一　議員

播但線の利用促進に
ついて

田村 奈緒　議員

バスをもっと
使いたくなる工夫に
ついて

大橋 佳生　議員

朝来市における「子育
て応援パスポート」の
事業拡大について

田中 佑奈　議員

朝来市に観光客を
呼び込むための
イベント

山内 琉以　議員

スキーシーズンの
高速道路の
渋滞対策について

藤原 心優　議員

ゴミのポイ捨てを
減らすための取組に
ついて

決
算
認
定

議
案
審
議
／
賛
否
の
状
況

一
般
質
問

決
算
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査
意
見
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正
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算
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高
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会
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月
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会
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傍聴など、お問い合わせは

表紙
写真応募者の

vol.02

声

表紙応募方法の
詳細はこちら

あなたの写真が表紙に！
　議会だよりの表紙に市民の
みなさんが撮影した写真を募
集します。
　ご応募お待ちしています。

次号第89号
令和6年2月5日発行

12月５日〆切

親子で本気の勝負！ 水鉄砲大会

最高の思い出作りは魂が震える瞬間

チームのコンセプトと活動内容
　習い事と両立できる、共働きの家庭でも気軽に参加できる、とい
うことをコンセプトに土曜日の午前中に活動し、肩肘張らずに参加
できる、地域に根差したチームづくりを目指しています。保護者の負
担を極力少なくするという思いから保護者会は設けず、主にコーチ
陣で運営しており、サッカーを中心とした様々なスポーツを通じて、
体を動かすことが楽しいと思える心を育んでいくことも大切だと考
えています。
　家族との時間も大切にしてもらいたいため、親子参加型のイベン
トも企画しています。イベントを通じて大人が真剣に楽しく遊ぶ姿を
見せ、子どもの記憶に残る思い出をつくるのが狙いで、この夏にも、
大人も子どもも本気で撃ち合う水鉄砲大会を開催しました。親子で
楽しむ最高のイベントができた時は、魂が震える瞬間だと感じます。
　活動内容が口コミで広がり、現在は、年長さんから中学１年生ま
での35人、コーチ5人と運営1人で活動しています。まだまだ入部者
募集中ですので、コーチのなり手も含め、ご参加お待ちしています！

朝来市や朝来市議会に届けたい声
　雨や雪の日は体育館で活動することになり
ますが、サッカーボールを使った練習が許可
されているのは栃原体育館だけです。また、
12月～2月のオフシーズンには北但のチーム
などから練習試合のオファーが多く、試合経
験を積むチャンスでもあるので、雪が降って
も試合ができる全天候型運動施設をできる
だけ早く建設していただき、子ども達と一緒
に楽しく利用させてもらいたい。
　体育施設の利用申請について、使用する日
の3ヶ月前から予約可能となっていますが、
毎月月初めに申請のために市役所へ出向く
ことができるわけではないので、オンライン
申請など違った形の予約方法の検討をお願
いします。
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１５
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１1/30
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１４

２１

２８

６

１３

２０
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５
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文教民生
常任委員会

産業建設
常任委員会用

予算決算
特別委員会

総務
常任委員会

文教民生
常任委員会

産業建設
常任委員会用

総務
常任委員会

一般質問

一般質問 一般質問

本会議

本会議

火 水 木月 金

１２月定例会の予定
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